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はしがき

人尾市は大阪府の東部に位置し、旧大和川が形成した河内平野の中心部にあたりま

す。本市は古くから人々の生活の場として栄えていた地域であり、現在でも先人が残

した貴重な文化遺産が数多く残つています。

近年、都市開発に伴い各種土木工事が実施され、貴重な埋蔵文化財が破壊され消滅

する恐れがあります。文化財は現代に生きる私たちだけでなく、子々孫々まで伝え残

さなければならないものです。そこでそれらに対して事前の発掘調査を実施し、記録

保存を行い、先人が残してくれた貴重な文化財を後世に伝承することが我々の責務で

あると認識する次第であります。

本書は、平成 3・ 4・ 6・ 11・ 16年度に行いました民間の開発に伴う発掘調査の成果

を収録したものであります。第13次調査で出土した環形付木製品は、類例が少なく非

常に珍しいものです。第14次調査では古墳時代前期の竪穴住居が見つかり、この地で

生活を営んでいることが明らかになりました。第18次調査では朝鮮半島と係わりがあ

る土器が出土し、全国的にも注目を集めました。第27次調査では、四国や北陸地方か

ら持ち運ばれた土器が出土していることから、当遺跡では古来より他地域と活発な往

来があったことが判明しました。第59次調査では、古墳時代中期の集落や、飛鳥時代

の集落が見つかつています。

本書が学術研究の資料として、また文化財保護への啓発に広く活用されることを願

うものであります。

最後になりましたが、この発掘調査が、関係諸機関及び地元の皆様の多大なる御理

解と御協力によつて進めることができましたことに深く感謝の意を表します。今後と

も文化財保護に一層の御指導・御鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成21年 3月

財団法人 人尾市文化財調査研究会

理事長 岩崎 健二



1。 本書は、財団法人人尾市文化財調査研究会が平成 3・ 4・ 6・ 11・ 16年度に実施した、民間の

開発に伴う発掘調査の成果報告を収録したもので、内業整理及び本書作成の業務は各現地調

査終了後に着手し、平成20年 11月 をもつて終了した。

1.本書に収録した報告は、下記の目次のとおりである。

1,本書に収録した各調査報告の文責は、 I・ Ⅳ・Vは西村公助、Ⅱ・Ⅲは坪田真―である。全

体の構成・編集は西村が行つた。

1.本書掲載の地図は、大阪府人尾市役所発行の2,500分の 1(平成 8年 7月 発行)をもとに作成し

た。

1.本書で用いた図に付す高さの基準は東京湾標準潮位 (T,P。 )で示し、方位は国土座標第Ⅵ座標

系の座標北を示している。

1.遺物実測図は、断面の表示によつて下記のように分類した。

弥生土器・土師器・瓦器―白、須恵器・陶磁器―黒、木器
。瓦・石一斜線

1.色 については『新版 標準土色帖』1996 農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人

日本色彩研究所色票監修を使用した。

1.出土遺物掲載番号のゴシック体算用数字は、土器および上製品を表す。数字の前のWは木製

品 (自 然木・植物の種なども含む)、 Sは石製品 (加工のない石も含む)である。

1.現地調査および本書作成にあたつては、人尾市教育委員会文化財課ならびに、財団法人人尾

市文化財調査研究会職員の協力を得た。

1.各調査に際しては、写真・カラースライ ド・実測図を、後世への記録として多数作成した。

各方面での幅広い活用を希望する。
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I 久宝寺遺跡第13次調査 (K H91-13)



例 言

1.本書は、大阪府人尾市神武町 2番 35号で実施した設計棟他建設に伴う久宝寺遺跡第13次調査

(KH91-13)の 発掘調査報告書である。

1.本調査は、人尾市教育委員会の埋蔵文化財調査指示書に基づき財団法人人尾市文化財調査研

究会が仰クボタから委託を受けて実施したものである。

1,調査は当調査研究会 西村公助が担当した。
1.現地調査は平成 3年 12月 16日 に着手し、平成 4年 1月 23日 に終了した。調査面積は約500だで

ある。

1。 現地調査には嶋村綾子、中西明美、林 成光の参加を得た。 (敬称略、三十音順)
1.内業整理は下記が参加し、現地調査終了後に着手して平成20年 8月 31日 をもつて終了した。

(敬称略、五十音順)

遺物復元一佐藤哲也、松井三千子

遺物実測一岩沢玲子、中西、西岡千恵子、樋口 薫、古川晴久
図面レイアクト トレースー市森千恵子、西村
遺物写真撮影―木村健明、西村

1.本書の執筆及び編集は西村が行つた。

凡 例

1.古墳時代初頭～前期の遺物の器種分類や時期などは、原田昌則1993「Ⅱ久宝寺遺跡 (第 1次

調査)」『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』 (財)人尾市文化財調査研究会報告37(財)人尾市

文化財調査研究会に準じる。
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I 久宝寺遺跡第 13次調査 (K H91-13)

第 1章 はじめに

久宝寺遺跡は、人尾市の西部に位置し、河内平野を北西方向に貫流する長瀬川と平野川に挟ま

れた沖積地に立地する。本遺跡は、現在の行政区画では、北久宝寺・久宝寺・西久宝寺 。南久宝

寺・神武町・北亀井町・龍華町・渋川町に存在し、東西約 1.8km、 南北約1.7kmがその遺跡の範囲

である。

久宝寺遺跡周辺には、東に渋川廃寺、南東に跡部遺跡、南西に亀井遺跡、北に佐堂遺跡、西に

大阪市の加美遺跡が隣接している。

本遺跡の発見の契機は、1935年 (昭和10年)に久宝寺五丁目で行われた道路工事中に、弥生～古

墳時代の上器および丸木船の残片などが出上したことによる (吉岡1988)。 しかしその後、発掘調

査は実施されることなく、本遺跡の実態は十分把握できていなかった。

本遺跡における本格的な埋蔵文化財の調査は、1973～ 1974年 (昭和48～49年)に実施した近畿自

動車道の計画に伴う試掘調査である。この調査では弥生時代～中世に至る遺構を確認した。その

後、試掘結果をもとに、 (財)大阪文化財センター(現 (財)大阪府文化財センター 以下センター)
が、昭和55～ 61年まで近畿自動車道建設に伴う発掘調査 (久宝寺遺跡 北地区。久宝寺遺跡 南地
区 。亀井北遺跡)を実施した。その結果、弥生時代～近代までの遺構および遺物が多数見つかり、

集落を営んでいたことが判明した。なかでも特筆に値する遺物としては、久宝寺遺跡南地区で出

上した古墳時代前期の準構造船 (一瀬他1987)があげられ、全国的に注目を集める遺跡となつた。

この調査以降、本遺跡内では大阪府教育委員会 (以下府教委)、 センター、人尾市教育委員会 (以

下市教委)、 (財)人尾市文化財調査研究会 (以下研究会)の各関係機関によつて数多くの発掘調査が

行なわれている。

今回報告する研究会第13次調査地の西側約 100～ 150m地点では、研究会第18次調査 (K H94-

18)、 同第32次調査 (K H2000-32)が行われている。第18次調査では古墳時代初頭に比定できる台

脚付短頸壺や把手付鉢が出土した。これらは朝鮮半島の上器に似ており、同半島との交流を示す

資料として注目されている(本書Ⅲ)。 また、第32次調査では古墳時代初頭～前期の竪穴住居が検

出され、居住域の存在が明らかになつた (森本2001)。

北西側約100m地点の研究会第71次調査 (K H2006-71)で は、13区の第 5層から布留式古相の上

器が出上しており、14区では遺構を検出している(樋 口2007)。 また、北西側約200m地点ではセン

ターが下水道に伴 う調査を行つており、生産域を検出している (亀井他2007)。

東側約350m地点の研究会第 6次調査 (K H90-6)で は、布留式古相の竪穴住居が検出され、さ

らに庄内式古相の井戸も検出している (原田1993)。 また、南に隣接する研究会第35次調査 (KH
2000-35)で も、古墳時代初頭～前期の上坑などが検出され (森本2002)、 古墳時代初頭～前期の居

住域の存在が明らかになつている。

参考文献

・吉岡 哲  1988『考古編 第二章』『人尾市史(前近代)』 本文編 人尾市役所
・寺サII史郎他 1987『久宝寺北(その1～ 3)近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概要報告』
(財)大阪文化財センター

・松岡良憲他 1987『久宝寺南(その1)』 大阪府教育委員会。(財)大阪文化財センター



。一瀬和夫他 1987『久宝寺南 (その 2)』 (財)大阪文化財センター

・服都文章他 1986『亀井北 (その 1)』 (財)大阪文化財センター

・奥 和之他 1986『亀井北 (その2)』 大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財センター
・原田昌則 1993「Ⅲ 久宝寺遺跡第 6次調査(KH90-6)」 (財)人尾市文化財調査研究会報告37(財 )人尾市文
化財調査研究会

・森本めぐみ 2001「 3。 久宝寺遺跡第32次調査 (KH99-32)」 『平成12年度 (財)人尾市文化財調査研究会事業報告』

(財)人尾市文化財調査研究会

・森本めぐみ 2002「 I.久宝寺遺跡第35次調査 (KH2000-35)」 『人尾市立埋蔵文化財調査センター報告 3』 人尾

市教育委員会 (財)人尾市文化財調査研究会
・亀井 聡他 2007『人尾市 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書Ⅶ―寝屋川流域下水道竜華水みらいセンタ
ー水処理施設等建設事業に伴う発掘調査他―』 (財)大阪府文化財センター調査報告書 第156集 財団法人
大阪府文化財センター

・樋口 薫 2007『久宝寺遺跡第71次調査』大阪府工業用水道改良事業配水管布設工事0400(人尾中央線分岐)
に伴う埋蔵文化財発掘調査 (財)人尾市文化財調査研究会報告107(財)人尾市文化財調査研究会
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I 久宝寺遺跡第 13次調査 (KH91-13)

2 垂早 査概要

第 1節 調査の方法と経過
今回の調査は、設計棟他建設に伴うもので、建物基礎部分に南北に長い調査区を設定した。調

査は、掘削土の置き場所が狭いことから、南北に分害1して行つた。北部を北区、南部を南区と呼

称する。

調査は、市教委の埋蔵文化財調査指示書に従い、現地表下1.4m前後までの地層を機械で掘削

し、以下0.4mの厚みの地層については人力で掘削を行つた。

調査においては、国土座標第Ⅵ座標系を基準とし地区割りを設定した。調査地の北西隅を調査

基準点 (X=-152.700 Y=-38。 275)と し、東西20m、 南北50mの範囲を5mメ ッシュで40地区
に区画する方法を採用した。地区の呼称は、北西隅を起点として、 1区画の南西隅の交点を優先
させ、東西方向を算用数字 (西から1～ 4)、 南北方向をアルファベット(北からA～ 」)で示し、
lA～ 4」 地区と表記した。

調査の結果、第 1面では奈良～鎌倉時代と近世、第 2面では古墳時代前期、第 3面では古墳時

第

久宝寺緑地
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K H2006 71                   府道 加美旭町・久宝寺線
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第 2図 調査区設定図および地区割図
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10GY4/1暗 緑灰色粘上
10GY5/1緑 灰色粘土
25Y5/4責褐色細粒シルト混粘土 上面第1面
10G5/1緑 灰色と10G3/1晴緑灰色粘土質細粒シルト 上面第2面
10Y6/1灰色粘土質細粒シルト 上面第3面

5Y71灰色細粒砂混粘土
5Y71灰色細粒シルト混粘土
25Y4/6オ リーブ褐色粘土
25Y4/3オ リーブ褐色細粒シルト混粘土

第 3図 西壁地層断面図

代初頭～前期の遺構をそれぞれ検出した。遺物の出土量はコンテナ (縦 0。 6m×横0.4m× 深さ0.2

m)26箱である。

第 2節 層序
0層 5Y2/1黒色中礫混粘土。盛土。層厚 1.0～ 2.Om前後。

1層 N3/0暗灰色微粒砂混粘上。層厚 0。 2m。

2層  10GY4/1暗 緑灰色粘土。層厚0。 lm。

3層  10GY5/1緑灰色粘土。層厚0,1～ 0。 4m。

4層 2,5Y5/4黄褐色細粒シル ト混粘土。層厚0,lm。 上面は第 ¬面(To P.+6.lm)で ある。

5層  10G5/1緑灰色と10G3/1暗緑灰色粘土質細粒シル ト。層厚0。 lm。 上面は第 2面 (T.P,+6.Om)

である。

6層  10Y6/1灰 色粘土質細粒シル ト。層厚0.8m以上。上面は第 3面 (T,P,+5。 6～5,7m)である。

第 3節 検出遺構と出土遺物
第 1面

4層上面で、近世の井戸 1基 (S E101)、 鎌倉時代の溝 1条 (S D101)、 奈良～平安時代の溝 7

条 (S D102～ 103)を検出した。

S E101

2・ 3H・ I地区で検出した。1層上面から切り込む井戸である。平面形状は南北方向に長い楕

円形で、長径4.8m、 短径4.3mを測る。断面形状は逆台形で、深さ1.5mを測る。埋土は灰色細砂

混粘上である。井戸内からの出土遺物はなかつた。
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遺構番号 地 区 平面形状 幅 (m) 断面形状 雅
ｍ

埋土 出上遺物

S D101 3・ 4C～
I

2層上面から切 り込む 南ゴ[
方向に伸びる

2 0-4 0 近台形 裕/0灰色細粒シル ト混粘土 土師器、須忘器、頂

器、陶磁器

S D102 4E～ G 4層上面から切 り込む 南北
方向に伸びる 溝の北部は S
D1011こ切 られる

4 皿状形 隧/0灰色細粒砂混粘土 土師器、須恵器、面

器

S D103 2・ 3C～
H
4層上面から切り込む 南北
方向に伸びる S D107と 合漸
する

〕3～ 0_4 逆台形 14/0灰色細粒砂混粘土 土師器、須恵器、面

器

S D104 2C～ G 4層上面から切り込む 南耳[
方向に伸びる

逆台形 01 14/0灰色細粒砂混粘土 土師器、須忘器、面

器

S D105 3D～ G 4層上面から切 り込む 南北
方向に伸びる

4 逆台形 J4/0灰色細粒砂混粘土 な し

S D106 3D～ H 4層上面から切り込む 南 41
オ向に伸びる

7-0 8 萱台形 02 14/0灰色細粒砂混粘土 土師器 、須 恵器 、面

器

S D107 2'3F・
G
4層上面から切り込む 南北
方向に伸びる 南部と北部は
S D103と 合流する

1～02 胆状形 01 14/0灰色細粒砂混粘土 土師器、須恵器、面

器

S D108 2・ 31 4層上面から切 り込む 東匹
方向に直線に伸びる

7以上 速台形 06以上 14/0灰色細粒砂混粘土 よし

表 1 第 1面溝一覧表

S D101～ 108

S D101は 2層上面から切り込む溝で、直線に伸びる。鎌倉時代の上師器、須恵器、瓦器、陶磁

器の破片が出上した。 S D102～ 108は 4層上面から切り込む溝で、S D102～ 107は南北に、SD
108は直線に伸びる。S D102～ 10牛 106・ 107か らは奈良～平安時代の上師器、須恵器、瓦器の破片

が出上した。なお、検出した各溝の詳細については表とにまとめた。

第 2面

5層上面で、古墳時代前期の井戸 1基 (S E201)・ 土坑 5基 (S K201～ 205)・ 小穴 4個 (S P 201

～204)。 溝 1条 (S D 201)。 河川 1条 (N R201)を 検出した。

S E201

―――X=-152743

也

―――X=-152713

卜
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＝
＞
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

∞
Ｏ
Ｎ

∞
∞
―
＝
メ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

75Y4/1灰オリーブ色細粒シルト混粘土
2 5GY3/1暗 オリーブ灰色粘上(植物遺体 炭化物含む)
N70灰色粘上

※遺構内番号は遺物番号

遺物実測図=1:10
A                                                                 A'

TP+60m
一
       、ヽ、ぃ_____‐ 1‐‐

一
___″
==と

ぃ、___……_‐‐―――‐‐‐‐― ヽ名       ~

1 5Y71灰色細粒シルト混粘土(炭含む)

0            (1:40)          2m

S E201・ S K201平 H断面図第 5図
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S E201

41地区で検出した。上面は N R201で切 られてお り本来の平面形状は不明である。検出した平

面形状は楕円形で、長径 0。 9m・ 短径0.55mを測る。掘形の中央には、半裁 して今」り抜いた板を井

戸枠 として置いていた。 この板は、腐食が激 しく取 り上げることができなかつた。断面形状は長

方形で、深 さ0.8mを測る。井戸枠内の埋土は、上から7.5Y4/2灰オ リーブ色細粒シル ト混粘上、

2.5GY3/1暗 オリーブ灰色粘土 (植物遺体、炭化物含む)で、掘形の埋土はN4/0灰色粘上である。

井戸内からは古式上師器が出上 した。このうち図化 したものは 1である。 1は寮で、内面はヘラ

ケズリ、外面はハケナデを施す。出土遺物から、遺構の時期は古墳時代前期の布留式古～中相に

比定できる。

S K201-205

各土坑の平面形状は円形および精円形を呈す。断面形状は逆台形を呈し、深 さ0.07～0.2mを測

り、比較的浅い。各土坑の検出状況からは規模や方向などの規則性は見受けられなかつた。

表2 第2面上坑一覧表

表3 第 2面小穴一覧表

ヒ

準下 記
S E201  刊
S K201 2～ 6

(1:4)            20cm

第 6図  S E201・ S K201出上遺物実測図

遺構番号 地 区 平面形状 離
ｍ
離
ｍ
径

ｍ，
断面形状

深さ
(m)

埋 土 出土遺物

S K201 2C 蕪西方向に長い楕円形 17 14 逆台形 ;Y4/1灰 色細粒 シル ト混粘土 (炭

む) =式
上師器

S K202 2E 円チ杉か ? 瑕
上
逆台形 妙
上
;Y4/1うてて色糸日米上ラ/ル ト混米占三ヒ よし

S K203 2F 菊北方向に長い楕円形 1 15 逆台形 0 1 ,Y4/1灰色細粒シル ト混粘土 な し

S K204 3F 菊北方向に長い精円形 09 逆台形 01 ,Y4/1灰色細粒シル ト混粘土 よし

S K205 2G 燕西方向に長い楕円形 16 10 逆台形 ;Y4/1灰色細粒シル ト混粘土 蛮し

遺構番号 地 区 平面形状 離
ｍ
離
ω
径

ｍ，
断面形状 雅
ｍ

埋上 出上遺物

S P201 2C 円形 萱台形 0 15 5GY5/ 緑灰色細粒砂混粘土 古式上師器

S P202 2D 精円形 07 05 逆台形 5G15/1緑灰色細粒砂混粘土
=式
上師器

S P203 3F 円形 04 逆台形 0 15 5GY5/1緑灰色細粒砂混粘土
=式
上師器

S P204 3G 円形 05 逆台形 03 5GY5/1緑灰色細粒砂混粘土 寺式上師器



遺物番号

同 師 番 号
遺構 器種 法量 (cm) 形態・調整 等 色調 胎土 焼成 備考

1 S E201 古式上師器

甕

日径 14 2 日縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。端部はつまみ世
し、面を形成する。日縁部内面はハケナデ、外面はヨコナ

デを施 し、粘土接合痕がある。体部の内面はハケナデのち
ヘラケズリを施し、指ナデがある。外面はハケナデを施す。

2.5Y2/1

黒色

1-2 Hull互

少粒含む。

良好

2 S K201 古式上師器

甕

日径 17 4 口縁部は内湾する。日縁部は内外面ともにヨコナデを施す。7 5YR7/4

にぶい橙色

1～ 2 mal¢
少粒含む。

良好

S K201 古式上師器

甕

口径152 口縁部は内湾する。日縁部は内外面ともにヨコナデを施す。み 5Y6/2
天黄色

1-2 null¢

少粒含む。

良好

4 S K201 古式上師器

甕

日雀豊16.2 日縁部は内湾する端部は肥厚し、面を形成する。日縁部旧
内外面ともにヨコナデを施す。体部は内面ヘラケズリ、列
面ナデを施す。

ハ

色

Ｒ８

橙

対

炎

1～ 2 Hal¢

少粒含む。

良好

５

　

　

‐１

S K201 古式上師器

小型丸底壺

日径 9,0

器高7.6
本部は球形である。日縁部は「く」の字に屈曲し、ややハ

弯しながら外上方に伸びる。口縁部は内外面ともにヨコサ

ガ。体部は内面ナデ、外面上位ナデ、下位ヘラケズリを雄

す。日縁部の一部を打ち欠いている。体部下位は打ち久き

,とがあいている。体部の外面には部分的に黒斑がある。

[.5YR5/4

こぶい褐色

1～ 2 nml¢
砂粒含む。

(角 閃石 を

多く含む生

駒西麓産)

良好

６

　

　

‐１

S K201 古式上師器

製塩土器

哀径28 底部は上げ底である。体部の内面はナデ、外面はタタキロ
を施す。裾部は内外面ともにナデを施す。

」5YR6/3

こぶい橙色

1～ 2 nllllα
少粒含む。

良好

表 4 出土遺物観察表 (1)

各土坑のうち、S K201か らは古式上師器が出上した。このうち図化 したものは、2～ 6である。

2～ 4は甕で、日縁部は内湾する。 5は小型丸底壺、 6は製塩土器である。 5は日縁部の一部を

打ち欠き、また、体部下位は打ち欠き孔がある。出土遺物から遺構の時期は古墳時代前期の布留

式古～中相に比定できる。なお、検出した各土坑の詳細については表 2にまとめた。

S P201-204

各小穴は調査区の西部で検出した。小穴の平面形状は楕円形と円形を呈す。断面形状は逆台形

で、深さ0。 15～ 0。 2mを測り、比較的浅い。S P201～ 204の 間隔は5.5mあいており、一列に並んでい

ることから、柵等の構築物の可能性が考えられる。

S P201～ 204か らは古式上師器の破片が出土したが、図化できるものはなかつた。なお、検出

した各小穴の詳細については表 3にまとめた。

S D201

2GoH地 区で検出した。東西方向に伸びるもので、幅1.8m・ 深さ0。 lmを測る。埋土は5Y4/3

暗オリーブ色細粒シル ト混粘上である。内部からは古式上師器の破片が出上したが、図化できる

ものはなかつた。

N R201

2・ 3H・ 1 41地 区で検出した。東西方向の流路を持つ。検出幅は6.Om以上を測り、深さ
は最深部で1.4mを測る。本来の幅は河ナIIの南肩が調査区外のため不明である。理土は12層を確認

した。大きく上下 2層に分けることが可能で、上部は流水堆積を示す細粒～粗粒シル トと粘上の

互層、下部は湿地状の堆積を示す粘土層であつた。 2・ 31地区の⑨層内からは、古墳時代初頭
庄内式～同前期布留式の古式上師器および木製品が出上した。このうち図化したものは 7～89で

ある。また、黒漆を塗つた環形付木製品 (Wl)が 出土した。
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7～ 14は壺である。 7は加飾する壺で、日縁部の内外面には部分的に赤色顔料を塗布している。

9は体部の外面から叩き割り、孔があけられている。11は 日縁部の内面に放射状のヘラミガキを

施す。11と 12は丁寧にヘラミガキを施している。13は長胴の体部をもつ壺で、外面は粘土紐の接

合の痕跡が見られ、粗雑に作られている。二次焼成を受け、表部は著しく磨耗し、全体的に赤～

白色系の明るい色を呈している。製塩土器である可能性が高い。15は小型器台か台付壺、16は台

付壺になると思われる。

17～ 50は密である。18～24の体部外面には太筋のタタキが施され、V様式系の密である。23は

底部に貫通する孔が lヶ所あり、甑の可能性が考えられる。

25日 27～48は生駒山地西麓産の河内型庄内式甕である。27の底部は突出する平底である。28の

底部は平底である。29の底部は丸みのある平底である。30の底部は丸みのある尖り底で、底部の

中央には平らな部分がわずかに残る。31の底部は丸みをもつ尖り底である。47の体部の上位には

焼成後の穿孔がある。49・ 50は布留式古相に比定できる布留式甕である。

51～ 68は高杯である。51～56の杯部は平坦で、日縁部は外上方へ直線に伸びる。57は布留式古

相の高杯で、裾部の内面には布目の痕跡が明瞭に残つていた。58・ 59の杯部は平坦で、日縁部は

二段に屈曲し外上方へ直線に伸びる。60・ 61は椀形。60～ 63は低脚である。68の裾内面にはヘラ

状工具による記号文がある。58～ 63は庄内式新相に、64は布留式中相に比定できる。

69～77は鉢である。69の体部内面は横方向のヘラミガキを丁寧に施した後、放射状に施す。71・

73～ 76は体部の外面にヘラケズリを施す。77は突出する上げ底で、縦長の器形である。

78～82は器台である。78の 日縁端面と、受部の外面には文様を加飾する。81・ 82は鼓形器台

で、類例には久宝寺遺跡南地区 (その 1)Bト レンチ K4号 墓から出上した小型鼓形器台がある
(若林 1999)。 この小型鼓形器台は近畿地方で製作された近畿製鼓形器台ではないかと報告されて

いる(市村 1999)。

83～ 89は小型丸底壺である。83は 日径より体部最大径が下回り、体部外面の下位にはヘラケズ

リを施す。布留式中相に比定できる。86と 87は 日径と体部最大径がほぼ同じである。外面の下位

はヘラケズリを施す。89は 日径より体部最大径が上回る。

Wlは環形付木製品である。上器が集中して出土した 21地区から、柄の先端を西に向いた状
態で出土した。出土した高さはT,P,+5,Omである。Wlは 1本の材を削り精巧に作られ、環状部
と柄には黒漆が塗られている。

参考文献
。若林邦彦 1999「第Ⅱ章 土器・土製品」『河内平野遺跡群の動態Ⅶ』近畿自動車道天理吹田線建設に伴う埋
蔵文化財発掘調査報告書 一南遺跡群 弥生時代後期～古墳時代前期編一 大阪府教育委員会 財団法人大
阪府文化財調査研究センター

・市村慎太郎 1999「第Ⅷ章 第3節 久宝寺遺跡出土鼓形器台の意義」『河内平野遺跡群の動態Ⅶ』近畿自動
車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 ―南遺跡群 弥生時代後期～古墳時代前期一 一
石器・木製品。金属器・動植物遺体・考察編一 大阪府教育委員会 財団法人大阪府文化財調査研究センター
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(2)表 5 出土

遺構 器種 去量 (cm) 形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

７

　

　

＝

N R201 古式上師器

笙

日径162 外反する日縁部で、端部は上方へつまみだし、平坦な面を
形成する。日縁部の内面はヘラミガキ、外面はヨコナデを

勉す。体部の内面はナデで、指頭圧痕や、粘土接合痕が見

られる。日縁端部にキザミロ、日縁端面と体部上位に波状
文を施す。日縁部の内外面には部分的に赤色顔料を塗布し
fいム_

10YR7/3

にぶい黄橙色

1～ 5 HH審

度の砂粒を

含む。

良好

N R201 古式上師器

壷

口径180 「く」の字に屈曲し直立ぎみに外反する日縁部。日縁部の内
面はヨコナデ、外面はハケナデのちヨコナデを施す。体部
の内面はナデで、指頭圧痕が見られる。外面はハケナデを
施す^

5YR7/4

にぶい橙色

1～ 3 HHl程

寛の砂粒を

争む。

良好

９

　

　

側

N R201 古式上師器

壷

日径129
器高18,9

体部 最 赤

径17,3

甍部は平底で、体部は球形である。日縁部は外反する。日

尿部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はナデ、外面
の上半はタタキのち縦方向ハケナデ、下半夕タキのちヘラ

ミガキを施す。体部中位に穿孔、外面下位には黒斑がある。

10YR5/4

にがい黄褐色

2 nlln以 下

砂礫を少

含む。

¢

爆

良好

N R201 古式上師器

壷

日径11.0

器 高 17(

体部 最 赤

径157

賤部は平底である。球形の体部で、日縁部は「く」の字に

同曲し、外反する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体

部の内面は板状工具によるナデ、外面の上半はヘラミガ

キ、下半はタタキのちヘラミガキを施す。体部の内外面に

は雅土接合痕がある、外面下位には異斑がある、

′
.5ЧR6/6

登色

2 nul以下¢

砂粒を少遅

含む。

良好

11 N R201 古式上師器

霊

日名酸14.0 71・上方へ直線的に伸びる日縁都。日縁部の内面はハケナデ
つち放射状ヘラミガキ、外面はハケナデのち横方向のヘラ

ミガキを施す。日縁部の内外面には黒斑がある。

則
随

4 nHl以 下 ¢

砂礫 粒 を少

昌合 )。 ^

良好

N R201 古式上師器

壼

体部 最 赤

径13,4

やや尖りぎみに丸く終わる底部。体部は扁平な球形であ

る。体部の内面はナデ、外面はヘラミガキを施す。体部の

内外面には粘土接合痕がある。外面の中位には媒が付着し

ている^体部の内外面には黒斑がある、

OYR6/6

月黄褐色

2 nlHl以 下の

砂粒を極少

量含む。

良好

N R201 古式上師器

壷

日径154 従長の体部から屈曲し外反する日縁部である。日縁部のハ
小面はナデを施し、外面には指頭圧痕がある。体部の内郷

面はナデを施し、粘上接合痕がある。

OVR6/2

疋黄褐色

¢

あ，い脱　^

３

砂

ナ。

良好

N R201 古式上師器

小型長頸壺

日径98
器高112

従長の体部から屈曲し外反する日縁部である。日縁部のハ
/1・面はハケナデを施す。体部の内面はナデ、外面の上半門
アヽケナデ、下半はヘラケズリを施す。体部内面に指頭圧添
やヘラ押えによる痕跡がある。外面下位には黒斑がある。

OYR4/2

庶黄褐色

1～ 2 nlln程
支の砂粒を

針む。

良好

N R201 古式上師器
小型器台?
台付壷 ?

壼ぞζ10.6 台部は「ハ」の字に開く。底部の内面はハケナデ、外面は′

ケナデのちヘラミガキを施す。 3方向のスカシ孔を施し、
内面には黒斑がある。

5YR7/4

ボい橙色

1 5mulの フ

位を含む。

贅好

N R201 古式上師器

台付重 ?

ミ径101 「ハ」の字に開く台部。体部の内面はナデ、外面はヘラミカ
キを施す。底部の内面はハケナデ、外面はヘラミガキを施

す。体部の外面には指圧痕と粘土接合痕がある。

OYR7/6明 タ
島色

3 nlnl以 下

少礫を少

争む。

α

遅

ミ好

16



I 久宝寺遺跡第 13次調査 (KH91-13)

表 6 出土遺物観察表 (3)
遺物番号

図版番号
遺構 器種 法量 形態・調整 等 色調 胎土 焼成 備考

N R201 古式上師器

甕

日径136
器高145
体 部 最 沐
径148

球形に近い体部から口縁部は屈曲し外反する。日縁部の内
面はハケナデ、外面はハケナデのちヨコナデを施す。体吉F
の内面上位はハケナデのちナデ、下位はヘラケズツ、外面
はハケナデのちナデを施す。外面の下位には指頭圧痕があ
る。日縁部と体部の外面には煤が付着。

7 5YR7/6

橙色

2 5mm以下の

砂粒 を少量

含む。

良好

N R201 古式上師器

甕

日宿&15,2 口縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラによ
るナデを施 し、粘土接合痕がある。外面は全体に右上がり
の大いタタキを施す。

,YR7/2

月褐灰色

1-2 4ul C
沙粒含む。

良好

N R201 古式上師器

甕

日径 148 「く」の字に屈曲し外反する日縁部。日縁部の内外面はハケ
ナデを施す。体部の内面はナデ、外面は右上がりの太いタ
タキを加す。口縁部と体部の外面には煤が付着。

10YR5/6

黄褐色

2 mm以 下の

少粒 を少量

多む。

良好

N R201 古式上師器

甕

式径50 底部は突出する平底である。体部の内面はナデ、外面はタ
タキのちナデを施す。体部の内外面には粘上接合痕があ
る。内面の底にはヘラ状工具による圧痕がある。体部の内
面は焦げる。外面には媒が付着。

5YR7/4

にぶい橙色

1～ 2 mm程
度の砂粒 を

含む。

良好

N R201 古式上師器

密

甍径 37 底部は突出する平底である。体部の内面は板ナデを施 し、
ヘラ状工具による圧痕がある。外面は右上がりのタタキを
施し、ヘラ状工具による縦方向の圧痕がある。底部の内外
面には黒斑がある。

10Y R5/3
にぶ い 黄 裡

色

2 mm以 下の

砂礫 を少量

含む。 4 mll

太の砂礫有

り。

良好

N R201 古式上師器

甕

式径25 甍部はわずかに突出する平底である。体部の内面は板サ
ガ、外面は右上がりのタタキのち粗いハケナデを施す。T4
郭外面には煤が付着。

10YR3/2

黒褐色

2 Dllll下 のつ

粒を含む。

良好

N R201 古式上師器

甕 ?

甑?

甍径38 底部は突出する平底である。底都中央にlヶ所貢通する¬
がある。底部の内面はヘラナデ、外面は右上がりのタタ弐
を施す。体部外面には黒斑がある。体部内面は焦げる。

5WR6/3

こボい褐色

1～ 2 Hullの
砂粒含む。

良好

N R201 古式上師器

甕

口径190
器高216
体 部 最 大

径202
底径25

底部は突出する平底である。体部は縦長で、中位に体部最
大径がある。日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。日
縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施
す。体部の内面はハケナデのちヘラケズリ、外面は右上が
りのタタキのちヘラケズリを施す。内面の底面は焦げる。
外面には媒が付着。

7 5粒駅7/6

瞳色

2 DIIl程 度の

砂粒含む。

良好

N R201 古式上師器

甕

口名&182 日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。日縁部の内外面旧
ヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面はタタキ
のちハケナデを施す。日縁部と体部の外面には全体に媒が
付着。

5Y6/2

灰 オ リー フ

色

1～ 2 Hullの
砂粒含む。

(角閃石を多
く含む生駒

西麓産)

良好

N R201 古式上師器

甕

日伯邑144 口縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。日縁部の内外面は
ヨコナデを施す。体部の内外面はヘラクズリのちハケナデ
を施す。内面のハケは粗いものと細いものがある。体部内
面は焦げる。日縁部と体部の外面には全体に媒が付着。

10YR4/6

褐色

2 Hul以 下¢

砂粒 を少窪

含む。

良好

N R201 古式上師器

甕

日径 15,1

器高202
体 都 最 大

径189
底径15

底部は突出する平底である。体部最大径は中位にある。日
縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。日縁端部は上方に
つまみ出し、面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを
施す。体部の内面はヘラケズツ、外面は右上がりのタタキ
後ハケナデを施す。底部の内面は焦げる。体部の外面には
煤が付着。

10YR2/2

黒掲色

4 nul以 下の

砂 礫 を 含

む。 (角 閃石

を多 く含む

生駒西麓産 )

良好

N R201 古式上師器

甕

日径 160

器高232
体 部 最 大

径212
底径22

底部は平底で、体部は球形に近いやや縦長の器形である。
日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。端部は丸みのあ
る面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部
の内面はヘラケズジ、外面は右上がりのタタキのちハケナ
デを施す。体部の内面は焦げる。外面には煤が付着。

[OYR3/3

嗜褐色

4 Dull以 下の

砂 粒 を 含
む。 (角閃石

を多 く合む
生駒西麓産)

良好

N R201 古式上師器

甕

日径148
器高219
体 部 最 赤

径20 9

瞑径10

底部は丸みのある平底で、体部は球形に近いやや縦長の器
形である。日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。端吉「

は上方につまみ出し、面を形成する。日縁部の内外面はヨ
コナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面は右上がり
の夕タキのちハヶナデを施す。体部の内面は焦げる。外面
には煤が付着。

10YR3/3

嗜褐色

4 alll以 下の

砂 礫 を 含

む。 (角 閃石

を多 く含 む

生駒西麓産 )

良好

N R201 古式上師器

甕

日径178
器高227
体 部 最 大

径240
底径12

底部は九みのある尖り底で、底部の中央には平らな部分が
わずかに残る。体部は縦長の器形で、体部最大径は中位に
ある。日縁部は「く」の事に屈曲し、外反する。端部は上
方につまみ出し、面を形成する。日縁部の内外面はヨコサ
デを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面は右上がりのタ
タキのちハケナデを施す。体部の内面は焦げる。外面には
喋が付着。

10YR3/3

暗褐色

4 nul以 下の

砂 粒 を 含
む。 (角閃石

を多 く含む
生駒西麓産)

良好

17



表フ 出土遺物観察表 (4)
遺物番号

図版番号
遺構 器種 去量 形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

N R201 古式上師器

甕

日径135
器高176
休部 最 大

径169

底部は九みをもつ尖り底である。体都は中位がやや張り世
す球形である。日縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。
端部は上方につまみ出し、面を形成する。日縁部の内外顧
はヨコナデを施す。外面に粘土接合痕がある。体部の内面
はヘラケズヅ、外面の上位はタタキのちハケナデ、下位同
ハケナデを施す。体部の外面中～下位には媒が付着。

10YR3/3

嗜褐色

5 dul以 下¢

砂礫粒 を多

量に含む。

(角 閃石を蓼

く含む生騨

西麓産)

良好

(D更 く

焼き

締ま

)る 。

N R 201 古式上師器

甕

日径168
体 部 最 大

径198

底部は九みをもつ尖り底である。体部は中位がやや張り出
す球形である。日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。
端部は上方につまみ出し、面を形成する。日縁部の内外面
はヨコナデを施す。体部の内面は上位横方向、下位縦方向
のヘラクズリを施す。外面は右上がりのタタキのちハケナ
デを施す。体部の外面中～下位には煤が付着。

10YR3/3

菅褐色

5 Hull以 下 C
砂粒を少導

含む。 (角 区
石を多 く倉
む生駒西農

産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。

N R201 古式上師器

甕

日径163 日縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。端部は上方につ
まみ出し面を形成する。日縁部の内外面はヨヨナデを施
し、外面には粘土接合の痕跡がある。体部の内面はヘラケ
ズリ、外面は右上がりのタタキのちハケナデを施す。体部
の外面には煤が付着。

F 5YR4/2

天褐色

6 allll以 下互

砂 粒 を や
む。 (角 閃イ

を多 く合 も

生駒西麓産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。 )

N R201 古式上師器

甕

日径169 日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。端部は上方にC
まみ出し面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施
す。体部の内面はハケナデのち横方向のヘラケズツ、外面
は右上がりの夕タキのちハケナデを施す。日縁部と体部の

外面には煤が付着。

10YR3/3

嗜褐色

2 4ull以 下の

砂 粒 を 含

む。 (角 閃石

を多 く含む

生駒西篭産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

ス_Ⅲ

N R201 古式土師器

甕

日径168 日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。端部は上方にて
まみ出し面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを雄
す。体部の内面はヘラケズノ、外面はタタキのちハクナブ
を施す。体部の外面には煤が付着。

10YR3/2

黒褐色

3 null以 下¢

砂 粒 を で
む。 (角 閃不

を多 く含と

生駒西麓産)

良好

(D電 く

焼き

締ま

る。 )

N R201 古式上師器

甕

日密&169 日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。端部は上方につ
まみ出し面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施
す。体部の内面は横方向のヘラクズリ、外面は夕タキのち
ハケナデを施す。体部の外面には煤が付着。

10YR3/3

暗褐色

2 DIIll以 下¢

砂 粒 を や
む。 (角 閃イ

を多 く含也
生駒西麓産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。 )

N R201 古式上師器

甕

口径 146

体 部 最 大

径185

体部は中位に最大径があるやや横長の球形である。日縁ヨ
は「くJの宇に屈曲し、外反する。端部は上方につまみ世
し面を形成する。日縁部内外面ヨコナデ。体部内面ヘラク
ズリ、外面タタキのちハケナデ。日縁部と体部の外面に周
煤が付着。

10YR3/3

嗜褐色

1～ 3 Hullの
砂 粒 を 含

む。 (角 閃石

を多 く含む
生駒西麓産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。 )

N R201 古式上師器

甕

口狛融164 日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。端部は上方に至
まみ出し面を形成する。 日縁部の内外面はヨコナデを旋
す。体部の内面はヘラミガキ、外面はタタキのちハケナブ
を施す。日縁部と体部の外面には煤が付着。

10YR3/3

菅褐色

2 Eul以 下の

砂 粒 を 含

む。 (角 閃石

を多 く含む

生駒西麓産) )

良好

(硬く

焼き

締ま

る。

N R201 古式上師器

甕

口密&167 口縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。端部は上方に至
まみ出し面を形成する。日縁部の内面はハケナデ、外面憾
ヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面上半は右
上がりのタタキのちハケナデ、下半はハケナデを施す。日

縁部と体部の外面には煤が付着^

10YR3/1

黒褐色

6 null以 下 の

砂 礫 を 含

む。 (角 閃石

を多 く含 む

生駒西麓産 ) る。

良好

(硬 く

焼き

締ま

)

N R201 古式上師器

甕

口径158 口縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。端部は上下方に
つまみ出し面を形成する。日縁部の外面はナデ、内面はノ`

ケナデのちヨコナデを施す。体部の外面は右上がりのタタ
キのちハケナデ、内面はヘラケズリを施す。日縁部と体部
の外面には媒が付着。

10YR3/2

黒褐色

3 alll以 下 の

砂 粒 を 泊

む。 (角 閃る

を多 く合 も

生駒西徳産 )

良好

(硬く

焼き

締ま

る。 )

N R201 古式上師器

甕

日径154 日縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。端都は上方につ
まみ出し面を形成する。日縁部の内面はハケナデ、外面は
ヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズヅ、外面は右上が
りの夕タキのちハケナデを施す。体部の外面には煤が付
着。日縁および体部の平面形状は精円形である。

7 5WR6/3

にぶい褐色

3 alll以 下 ¢

砂 粒 を 緯

む。 (角 閃雅

を多 く含 迦

生駒西麓産 )

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。 )

N R201 古式上師器

養

日径146 日縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。端部は上方にt
まみ出し面を形成する。日縁部の内面はハケナデのちヨコ

ナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズジ、
恭面は右上がりのタタキのちハケナデを施す。日縁部と体
部の外面には媒が付着ハ

10YR3/1

黒褐色

l nul以 下 ¢

砂 粒 を 泊

む。 (角 閃石

を多 く含 也

生駒西麓産 )

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。)

N R201 古式上師器

甕

日径152 日縁部は「く」の事に屈曲し、外反する。端部は上方にf
まみ出し面を形成する。口縁部の内面はハケナデ、外面旧
ヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面はハケサ
ガを施す。日縁部と体部の外面には媒が付着。

10YR4/6

掲色

l dull程 度 α

砂 粒 を 捨
む。 (角 閃イ

を多く含迦
生駒西麓産)

良好

(硬く

焼き

締ま

る。)
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I 久宝寺遺跡第 13次調査 (KH91-13)

表 8 出土遺物観察表 (5)
建物番号

コ版番号
遺構 器種 法量 (cm) 形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

44

13

N R201 古式上師器

甕

日径 160

器高20,1

休部 最 大

径192

底部は丸みをもつ尖り底である。体部は中位がやや張り翌
す球形である。日縁部は「く」の宇に屈曲し、外反する。
端部は上方につまみ出し、面を形成する。端面には凹線状
のくばみがある。日縁部の内外面はハケナデのちヨコナデ
を施す。体部の内面はヘラケズリ、外面は右上がりのタタ
キのちハケナデ、下半はハケナデによりほとんどのタタキ
が消されている。日縁～体部の外面には媒が付着している。

5Y7/3
浅黄色

1～ 1 5nllllを

交の砂粒 を

書む。 (角 藤
百を多 く途

む生駒西農
藍)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。 )

45

13

N R201 古式上師器

甕

日径144
器高192
休 部 最 大

径191

底部は丸く終わる。体部は中～下位が張り出す球形であ
る。日縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。端部は上方
へつまみ出し、面を形成する。日縁部の内面はハケナデの

ちヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面は右上
がりのタタキのちハケナデを施す。下半はハケナデにより
ほとんどのタタキが消されている。日縁部の外面にはヘラ

伏工具による痕跡がある。体部の内面下位は焦げる。日縁
～体部の外面には煤が付着。

10YR6/3

にぶ い黄揺
色

1～ 2 Hull程
度の砂粒を

含む。 (角〆
石を多 く含

む生駒西建
産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。)

N R201 古式上師器

甕

日径140
麻部 最 沐

径148

体部は中位が張り出す球形である。日縁部は「く」の字に

同由し、外反する。端部は上方へつまみ出し、面を形成す
る。端面には凹線状のくばみがある。日縁部の内面はハケ
ナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面は
ヘラケズリ、外面は右上がりのタタキのちハケナデを施

す。体部の外面には煤が付着している。

5Y6/2
灰オ リー

色

1～ 2 4ull程
度の砂粒 を

含む。 (角 閃

石を多 く含

む生駒西麓

産)

萌
は
騰
縫
る。ナ

N R201 古式上師器

密

日径132
器高148
体 部 最 大

径154

底部は九く終わる。体部は中位が張り出す球形である。日

縁部は「く」の字に屈曲し、外反する。端部は上方へつま

み出し、面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。
体部の内面はヘラケズリ、外面は右上がりのタタキのちハ

ケナデを施す。下～中位はハケナデによりほとんどのタタ
キが消されている。体部の上位には焼成後の穿孔がある。
日縁～体部の外面には煤が付着。

10YR3/3

菅褐色

4 Dull以 下¢

砂礫を少窪

合む。 (角 臥
石 を多 く栓

む生駒西審
産)

良好

(1更 く

焼き

締ま

る。 )

N R201 古式上師器

甕

日径136 体部は中位が張り出す球形である。日縁部は「く」の宇に
屈曲し、外反する。端部は上方へつまみ出し、面を形成す
る。端面には凹線状のくばみがある。日縁部の内面はハケ
ナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面は
ヘラケズリを施し、指頭圧痕がある。外面は右上がりのタ
タキのちハケナデを施し、粘土接合の痕跡がある。日縁～

体部の外面には媒が付着
^

み 5Y5/2

暗灰黄色

1～ 2 Dull C
砂粒含む。

(角 閃石を多

く含む生麟

西魔産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。)

N R201 古式上師器

甕

日径 134 日縁部は「く」の字に屈曲し、内湾ぎみに外上方へ伸びる。
端部は内上方へつまみ出し、丸く終わる。日縁部の内面は
ハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内

面はヘラケズツ、外面はハケナデを施す。日縁～体部の外
面には煤が付着。

10YR3/3

嗜褐色

3 Hull以 下¢

砂粒を多 く

金む。

良好

N R201 古式上師器

甕

日径 176 日縁部はゆるやかに折れ曲がり、内湾ぎみに外上方へ伸0
る。端部は内上方へつまみ出し、肥厚する面を形成する。
日縁部の内外はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズツ
を施し、体部上位は、ユビナデを施す.

5YR3/4

炎橙色

2 Hull程 度α

少粒を含む

良好

N R201 古式上師器

高杯

日径212 杯部は平坦である。日縁部は外上方へ直線に伸び、端部は
九く終わる。杯部および日縁部の内面はハケナデのち放射
状のヘラミガキ、外面はハケナデのち横方向のヘラミガキ
を施す。

7 5hR7/6

橙色

l Hull程 度¢

砂粒含む。

良好

N R201 古式上師器

高杯

日径174 杯部は平坦である。日縁部は外上方へ内湾ぎみに伸びる。
端部は九く終わる。杯部と日縁部の内面はヘラミガキ、外
面はハケナデのちナデを施す。日縁部の内外面には黒斑が
ある^

;YR6/6

登色

1～ 2 4ull C
少粒含む。

良好

N R201 古式上師器

高杯

口俗豊224 杯部は平坦である。日縁部は外上方へ直線に伸びる。端割
は尖りぎみに九く終わる。杯部と日縁部の内面はハケサ
デ、外面はハケナデのち横方向のヘラミガキを施す。

10YR6/8

男黄褐色

3 alll以 下¢

砂礫 を少 ⊆

含む。

良好

N R201 古式上師器

高杯

日径202 不部は平坦である。日縁部は外上方へ直線に伸びる。端吉F
ま尖りぎみに九く終わる。杯部および日縁部の内面はハク
オデ、外面はヘラミガキを施す。

7 5ЧR7/3

にぶい橙色

1 4ull程 度 C
砂 粒 を 緯

更争。

良好

N R201 古式上師器

高杯

日宿豊192 杯部は平坦で、日縁部は外上方へ直線に伸びる。端部はカ
く終わる。杯部および日縁部の内面はハケナデ、外面はハ

ラミガキを施す。日縁部の外面には部分的に黒斑がある。

7 5YR6/6

瞳色

1～ 3 Hull程
度の砂粒 を

含ユF^

良好

N R201 古式上師器

高杯

日径222
器高161
循径144

却部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部か

ら屈曲し「ハ」の字にひらき、端部は丸く終わる。杯部憾

平坦で、口縁部は外上方へ直線に伸びる。端部は尖りぎみ
に丸く終わる。杯部と日縁部の内面は放射状にヘラミカ
キ、外面はハケナデのちヨコナデを施す。柱状部の内面は
ナデ、外面は縦方向のヘラミガキを施す。裾部の内面はノ`

分ナデ、外面はハケナデのちナデを施す。裾部には4方向の
スカシ孔がある。口縁部の外面には部分的に黒斑がある。

10YR6/6

明黄褐色

2 Hull以 下 C
砂粒 を少握

含む。

良好
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表 9 出土遺物観察表 (6)
遺物番号

図版番号
遺構 器 種 去量 (cm) 形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

N R201 古式上師器

高杯

日径149
器高95
裾径■ 5

却部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部カ

ら屈曲し「ハ」の字にひらき、端部は尖りぎみに九く終た

る。杯部は平坦で、日縁部は外上方へ直線に伸びる。端剖

は尖りぎみに九く終わる。杯部と日縁部の内外面はハケサ

デのち放射状のヘラミガキ、外面はハケナデのちヘラミカ

キを施す。脚部の内面ナデ、外面ヘラケズリのちヘラミカ

キを施す。裾部の内面は布目を押し付けたのちハケナデ、

外面はハケナデのちヘラミガキを施す。裾部には3方向¢
スカシ孔がある。内外面には部分的に黒斑がある。

10R5/6

赤色

1～ 2 null藉
度の砂粒 を

含む。

良好

N R201 古式土師器

高杯

日径219
器高160
裾径147

却部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部か

ら屈曲し「ハ」の宇にひらき、端部は尖りぎみに丸く終わ

る。杯部は平坦で、日縁部は二段に屈曲し外上方へ直線に

伸びる。端部は面を形成する。杯部と日縁部の内面はヘラ

ミガキのち放射状ヘラミガキ、外面はハケナデのちヘラミ

ガキを施す。脚部の内面はユビナデを施し、しばり目があ

る。外面はヘラミガキのちハケを施す。裾部の内面はハケ

ナデ、外面はヘラミガキを施す。杯部の中央に円孔がlヶ

所あけられている。裾部の外面には凹線文を 1条施す。裾
部には4方向のスカシ孔がある。日縁と裾部の内外面には
部分的に黒班があるハ

Z5Y R6/8
瞳色

¢

込荏礎酵　。

１

砂

む

良好

N R201 古式上師器

高杯

日径176 杯部は平坦で、日縁部は三段に屈曲し外上方へ直線に伸び
る。端部は上方へつまみ出し面を形成する。杯部と口縁部
の内面は横方向のヘラミガキのち放射状ヘラミガキ、外面

は横方向のヘラミガキを施す。

10YR6/6

明黄褐色

の

含蝦陸　。

１
砂

む

良好

N R201 古式上師器

高杯

日径114
器高96
据径182

却部は直線的に短く外下方に広がる筒状である。裾部は脚

部から屈曲し「ハ」の宇にひらき、端部は丸く終わる。材

部は椀形で、日縁部は内湾して伸びる。端部は尖りぎみに

丸く終わる。杯部の内面は横方向のヘラミガキのち放射承
のヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。脚部分

内面はナデ、外面はヘラミガキを施す。裾部の内面はハク

ナデ、外面はヘラミガキを施す。裾部には4方向のスカシ

子Lがある。

10YR6/6

明黄褐色

3 5alll以下の

砂 粒 を 含

E争。

良好

N R201 古式上師器

高杯

日径112 却部は直線的に短く外下方に広がる筒状である。杯部は械
形で、日縁部は内湾して伸びる。端部は尖りぎみに丸く終

わる。杯部の内面は横方向のヘラミガキのち、放射状の人

ラミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。

10YR7/4

にぶ い黄機

色

l uull以 下互

少粒含む

良好

N R201 古式上師器

高杯

娼径171 居部は脚部から屈曲し「ハJの宇にひらき、端部は尖りき
みに丸く終わる。裾部の内面はユビナデ、外面は横方向*
ヽラミガキを施す。裾部には4方向のスカシ孔がある。

10YR5/6

黄褐色

互

ゐ，蝉雉
４

休ッ

ふ

良好

N R201 古式上師器

高杯

据径185 居部は脚部から屈曲し「ハ」の字にひらき、端部は尖りさ
併に九く終わる。裾部の内面はハケナデ、外面はハケナデ
つちヘラミガキを施す。裾部には4方向のスカシ孔があるr

10YR6/6

朔黄褐色

2 dull以 下¢

砂 粒 を や

む。

良 好

N R201 古式上師器

高杯

日径152 不部は平坦である。日縁部は内湾し伸び、端部はやや外娠
する。杯都と口縁部の内面はハケナデのちユビナデ、外画

まユごナデを施す。

テYR8/4

炎橙色

2 Hull程 度 C
少粒含む。

良好

N R201 古式上師器

高杯

嬉径100 却部は円筒形で、裾部は「ハ」の字にひらき、端部は上下
こつまみ出し面を形成する。裾部の内外面はヨコナデを施

ナ。脚部の外面はヘラミガキを施す。裾部の内面にはヘラ

大工具による痕跡がある。

10YR5/6

黄褐色

3 mul以 下α

沙礫 を少隻

訂む。

良好

N R201 古式上師器

高杯

軽径95 lkl部 は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部か

らゆるや力ヽ こ曲がりながら「ハ」の字にひらき、端部は上

方につまみ出し面を形成する。裾部の内面はユビナデ、外

面はハケナデを施す。脚部の内面はユビナデ、外面は縦方

向のヘラミガキを施す。裾部には3方向のスカシ孔がある。

10YR3/3

浅黄橙色

l mul程度¢

沙粒含む。

良好

N R201 古式上師器

高杯

据径113 即部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部か
ら屈曲し「ハ」の字にひらき、端部は尖りぎみに丸く終わ

る。裾部の内外面はヨコナデを施す。脚部の内面はユビナ

デ、外面はヘラミガキを施す。裾部には4方向のスカシ孔
がある。端部には部分的に黒斑がある。

10YR5/4

にぶい黄権

色

3 allll以 下 ¢

砂礫 を少 導

含む。

良好

N R201 古式土師器

高杯

居径■ 8 即部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部カ

ら屈曲し「ハ」の宇にひらき、端部は面を形成する。脚剖

と裾部の内外面はユビナデを施す。裾部の内面にはヘラリ
エ具による記号文がある。

と 5Y3/3

炎黄色

l mul程度 C
砂粒含む。

(角 閃石を多

く含む生験

西麓産)

良好

(硬く

焼き

締ま

る。 )
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I 久宝寺遺跡第 13次調査 (K H91-13)

表10 出土 察表 (7)

遺物番号

図版番号
遺構 器種 去量 (cm) 形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

N R201 古式上師器

鉢

口径148
器高65

体部は内湾する。日縁部は 2段に屈曲し外反する。端部イ]
尖りぎみに九く終わる。日縁部の内外面はヨコナデを施
す。体部の内面は横方向のヘラミガキのち放射状のヘラミ
ガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。体部の外面と日
伝部の内面には部分的に黒斑がある。

ア5YR7/6

登色

3 11ull以 下 の

砂粒 を少 量

含む

良好

N R201 古式上師器

鉢

日径136
器高76

休部は内湾する。 日縁部は屈曲し外反する。端部は上方へ
つまみ出し面を形成する。日縁部の内面はヘラミガキ、外
面はヨコナデを施す。体部の内面下位はヘラクズヅ、上位
は横方向のヘラミガキ、外面はヘラケズリのち横方向のヘ

ラミガキを施す。体部の外面には部分的に赤色顔料 ?を塗
荷している^

5YR5/4

にぶい赤犠
色

l aull程 度 の

砂 粒 を 含

む。

良好

N R201 古式上師器

鉢

口径n4
器高77

体部は内湾する。日縁部は屈曲し内湾して伸びる。端部に
内側へ丸くつまみ出す。 日縁部の内外面はヨコナデ。体剖
の内面はヘラナデ、外面の上位はユビナデ、下位はヘラク
ズリを施す。

1 5YR6/6

登色

3 null以 下 ¢

砂粒 を少 窪

含む。

良好

N R201 古式上師器
鉢

日径 114 体部は内湾する。口縁部は屈曲し内湾して伸びる。端部旧
尖りぎみに丸く終わる。 日縁部の内面hハケナデ、外面旧
横方向のヘラミガキを施す。体部の内面はユビナデ、外面
の上位は横方向のヘラミガキ、下位はハケナデを施す。

10YR5/6

黄褐色

l Hul程度¢

砂粒含む

良好

N R201 古式上師器

鉢

日径113 体部は内湾する。日縁部は屈曲し内湾して伸びる。端部は
上方につまみ出し尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内外面
はヨコナデを施す。体部の内面はユビナデを施し、粘土接
合の痕跡がある。外面の下位はヘラケズリ、上位はユビナ
デを施す。

10YR6/6

月黄褐色

2 aull以 下の

砂粒 を少 量

含む。

良好

N R201 古式上師器

鉢

日径 112
器高 64

体部は内湾する。日縁部は屈曲し外反して伸びる。端部tu
尖りぎみに九く終わる。日縁部の内外面はヨコナデを施
す。体部の内面はユビナデ、外面はヘラケズツを施す。体
部の外面には粘土接合の痕跡、内面にはヘラ状工具による
痕跡がある。

7 5セ駅6/2

吹褐色
の
含噛陸　。

５

少

ｂ

良好

N R201 古式上師器

鉢

日径114
器高66

体部は内湾する。日縁部は屈曲し外反して伸びる。端部は
上方へつまみ出し尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内外面
はヨコナデを施す。体部の内面は板状工具によるナデ、外
面はヘラケズリを施す。

10YR5/2

灰黄褐色

241111以 下の

白色砂粒 (長
百?)を少量
含む。

良好

N R201 古式上師器

鉢

日径 86

器高60
休部は内湾する。日縁部は屈曲し内湾して伸びる。端部 l‐d
上方へつまみ出し尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内外面
はヘラミガキを施す。体部の内面はヘラナデ、外面はヘラ
ケズリを施す。

10YR6/6

明黄褐色

Ｃ

る
凸蝦陸　。

４

砂

む

良好

N R201 古式上師器

抹

口径143
器高107
底径40

底部は突出する上げ底である。体部～日縁部は内湾し、端
部は九く終わる。口縁部の内外面はヨコナデを施す。体剤
の内面はユビナデ、外面はヘラミガキを施す。底部の内外
面はユビナデを施す。

Y R7/4
こぶい橙色

2 4ull以 下 の

少粒 を小 量

含む。

良好

N R201 古式上師器

器台

口宿≧198 受部は平坦である。日縁部は 2段に屈曲し、直線的に外上
方へ伸びる。端部は上下につまみ出し面を形成する。受部
の内外面はハケナデを施す。日縁部の内外面はハケナデの
ちヨコナデを施す。端面には円形竹管文を等間隔に施す。
受部の外面には円形竹管文を押した円形浮文を等間隔に施
す。日縁部の内外面には部分的に黒斑がある。

10YR7/4

にぶ い 黄 程

色

2 Dull以 下 の

砂 粒 を 含

Eひ。

良好

N R201 古式上師器

器台

口径94
器高77
裾径110

据部は「ハ」の字にひらく。裾端部は丸く終わる。受部イu
平坦で、日縁部は上方へつまみ出し面を形成する。受部の
内面は横方向のヘラミガキのち放射状のヘラミガキ、外面
は横方向のヘラミガキを施す。日縁部の内外面はヨコナデ
を施し、端面には凹線文を施す。裾部の内面はハケナデ、
外面は横方向のヘラミガキを施す。裾部には4方向のスカ
シ孔がある。裾部の外面には部分的に黒斑がある。

10YR6/6

凋黄褐色

3 aull以 下の

砂粒 を少 量

含む。

良好

N R201 古式上師器
器台

口径92 裾部は「ハ」の宇にひらく。受部は平坦で、日縁部は上方
へつまみ出し面を形成する。受部の内面は横方向のヘラミ
ガキのち放射状のヘラミガキ、外面はヘラケズリを施す。
日縁部の内外面はヨコナデを施す。裾部の内面はナデ、外
面上位はヘラケズリ、下位はヘラミガキを施す。裾部には
5方向のスカシ子Lがある。

25Y7/3
浅責色

の
含］脱
。

１

少

ｂ

良好

N R201 古式上師器

鼓形器台

日宿≧110 据部は筒状の柱状部から突帯を形成したのち「ハ」の宇に
ひらく。端部は外上方へつまみ出し面を形成する。また、
傭底部は平坦面を形成 している。裾部の内面はヘラケズ

リ、外面はヨコナデを施す。外面には部分的に黒斑がある。

10YR7/2

にぶ い 黄 程

色

1～ 2 Hull程
度の砂粒 を

含む。

良好

N R201 古式上師器

鼓形器台

日径 98 裾部は突帯を形成したのち「ハ」の字にひらく。端部は外
方へつまみ出し丸く終わる。裾底部は平坦面を形成してい

る。裾部の内面はヘラケズリ、外面はヨコナデを施す。外
面には部分的に黒斑がある。

1 5壮R5/2

天褐色

l null程 度の

砂礫 を少量

含む。

良好
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表11 出土遺物観察表 (3)
遺物番号

図版番号
遺構 器 種 法量 (cm) 形態・調整等 色調 胎土 焼 成 備考

N R201 古式土師器

小型丸底重

日径 102

器高76
休部 最 大

径68

体部は横長の球形である。日縁部は屈曲し直線的に外上方
に伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内面憾
ハケナデのちヘラミガキ、外面はヘラミガキを施す。体

=「の内面はナデ、外面上位はヘラミガキ、下位はヘラケズヅ
を施す。日縁部および体部の内外面には部分的に黒斑があ

る。

;YR7/3

こぶい橙色

l uull程 度¢

砂粒含む。

良好

N R201 古式土師器

小型丸底壺

体 部 最 大

径80
体部は横長の球形である。口縁部は屈曲し内湾ぎみに外■

方に伸びる。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の広

面はユビナデ、外面の上位はハケナデ、下位はヘラケズヅ
を施す。

7 5YR7/3

にぶい橙色

l lul程 度¢

砂粒含む。

良好

N R201 古式上師器

小型九底重

赤最立
口
欲

体

径
体部は横長の球形である。 日縁部の内面はハケナデを施
す。体部の内面はナデ、外面の上位はハケナデ、下位はヘ

ラケズリを施す。体部の内外面には粘土接合の痕跡があ
る。体部の外面には部分的に黒斑がある。

10YR6/3

にさ い黄橙

色

の

含

蝉

陸
　
。

２

砂

む

良好

N R201 古式上師器

小型丸底壼

口径 80
器高71
体 部 最 大

径79

体部は横長の球形である。日縁部は屈曲し直線的に外上方
に伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内外面
はヨコナデを施す。体部の内面はユビナデ、外面の上位は
ハケナデのちヘラミガキ、下位はヘラケズ )を施す。体部
の外面には部分的に黒斑がある。

10YR6/4

にぶい黄橙

色

Ｃ

る
凸

陸̈
。

２

砂

む

良好

N R201 古式上師器

小型丸底重

日径 72

器高67
体 部 最 大

径73

体部は横長の球形である。日縁部は屈曲し内湾し外上方に
伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内外面憾
ヨコナデを施す。体部の内面はナデ、外面の上位はハケサ
デ、下位はヘラケズリを施す。体部の外面には部分的に票
斑がある̂

10YR7/4

にぶ い黄程

色

2 null以 下 C
砂粒 を少 委

含む。

良好

N R201 古式上師器

小型丸底重

日径103
体 部 最 大

径100

体部は横長の球形である。日縁部は屈曲し内湾ぎみに外土

方に伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内刻
面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面は″

ケナデを施す。体部内面には部分的に黒斑がある。

7 5YR6/2

天褐色

2 Hlll大 の砂

果を少量含

“

。

良好

N R201 古式上師器

小型丸底重

日径64
麻 部 最 大

径67

体部は横長の球形である。日縁部は屈曲し直線的に外上方
に伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内面門
ハクナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面はユビナブ
を施し、粘土接合の痕跡がある。体部の外面はヘラケズリ
のちヘラミガキを施す。体部～日縁部の内外面には部分離
に黒斑がある。

10YR7/3

にぶ い 黄 橙

色

l Eull程 度の

砂粒含む。

良好

Ｗ
　
　
ｌ

N R201 環形付木製 婁さ155

享さ55
痘79

1本の材を削り作る。丸棒状の柄の一方に環状部がある。
環状部は精巧に作られ、黒漆を塗つている。柄の中央部に
は糸状の繊維を巻きつけた痕跡があり、この部分にも黒漆
を塗っている。繊維を巻きつけている部分より先は白木の

ままである。柄の先端部分は焼け焦げている。

黒 色

第 3面

6層上面で古墳時代初頭～前期の竪穴住居 2棟 (S1301・ 302)・ 井戸 1基 (S E301)。 土坑17基

(S K301～ 317)・ 小穴15個 (S P301～ 315)。 溝21条 (S D301～ 321)を検出した。

S1301

2・ 3C・ D地区で検出した。住居の北西部は調査区外に至る。検出した南北幅は5.2m、 東西幅

は5.5mを測る。平面の形状は、隅丸の方形になると思われるが、南東部は西へ張り出す形状であ

る。深さは0.2mを測り、埋土は10YR5/1褐灰色細粒砂混粘上、7.5YR5/1褐灰色細粒砂混粘上であ

る。住居の主軸は、南北軸を基準にするとN-22° ―Wである。床面では、小穴 7個 (P-1～ P
-7)と 溝 3条 (D-1～ D-3)を検出した。P-1～ P-4は 柱穴で、径0.25～ 0.34m、 深さは
0.1～0,12mを測る。柱間は1.8～ 2.Omを測りほぼ正方形に配置する平面形状である。住居北東部

のP-2と P-4の 間で検出したP-5は長径 0。 8m、 短径0.3m、 深さ0.15mを測る。埋土には
炭化した植物を含んでいることから、炉になる可能性が高い。壁溝は東部と南部で検出し、南部
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久宝寺遺跡第 13次調査 (K H91-13)

X=-152710

0      (1:40) 2m

x=-152715

a―a'～ d―d'は主柱穴 (トーン部分)断面

A'

|へ全

TP158m a

TP+58m

TP+58m

TP+58m

TP+58m

P-7

P-2 P-3

D-2 D-3

ガ
＋

D―イP洋～塩≡2          b

d

1  10YR5/1褐 灰色細粒砂混粘土
2  7 5YR5/1褐 灰色細粒砂混粘土
壁溝 10YR4/4褐色細粒シルト質粘土(10Y5/1灰色粘土のブロック混じる)

P-4          P-5        P-6       P-7

P-5 ①10YR4/6褐 色細粒砂混粘土(炭化した植物を含む)
②10Y6/1灰色細粒砂

P-6 ①10YR4/6褐 色細粒砂混粘土
②10Y6/1灰色細粒砂

P-7 ①10BG4/1暗 青灰色細粒シルト混粘土

TP巧 7生

受話
_て
て
~W~柘
電
~べ亜憂李

~青
τ
~て了一

D-1
TP馬 7m

①

P-l ①10YR4/6褐 色細粒砂混粘上
②25Y6/1責灰色粘土

P-2 ①10YR4/6褐 色細粒砂混粘土
P-3 ①10YR4/6褐 色細粒砂混粘土
②10Y6/1灰色細粒砂~ P-4 
①10YR4/6褐 色細粒砂混粘土
②10Y6/1灰 色細粒砂

D-1～ D-3  ①75YR5/2灰褐色細粒砂混粘土
第14図  S1301平 ・断面図

つ
０
９
色



表12 出土遺物観察表 (9)
遺物番号

図版番号
遺構 器種 去量 (cm) 形態 調整等 色調 胎土 焼成 備考

S1301
P-5

古式上師器

重

式径11 底部は尖りぎみの平底で、体部は球形である。体部の内列
面はユビナデを施す。

7 5WR7/3

にぶい橙色

2 Dull以 下C
少粒を含む

良好

S1301 古式上師器
甕

日径258
休部 最 大

径26 0

体部は縦長の器形で、最大径は上位にある。日縁部は「く」
の字に屈曲し外反する。端部は上部につまみ出し面を形成
する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘ

ラナデ、外面は右上がりのタタキのちハケナデとヘラミガ
キを施す。底部の外面は右上がりのタタキを施す。体部の

外面の上位には黒斑がある。

10YR7/8

黄橙色

6 Hul以 下¢

沙礫 を多墾
こ含む。

良好

S1301 古式上師器
甕

日径 136 日縁部は「く」の字に屈曲し外反する。端部は尖りぎみに力
く終わる。日縁部の内面はヨコナデを施す。外面は右上方
りのタタキのちヨコナデを施す。体部の内面はヘラケヌ

リ、外面は右上がりのタタキを施す。体部の外面には媒か
付着している。

10YR3/3

嗜褐色

2 oull以 下の

砂 粒 を 含
む。 (角 閃石

を多 く含む

生駒西麓産)

良好

S1301 古式上師器
甕

良径30 甍都は突出する平底である。底部の内面はユビナデ、外面
ま右上がりのタタキを施す。

7 5疵R5/2

灰褐色

l alll程 度¢

砂粒を含む

良好

S1302 古式上師器
壺

日径180 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し九く終わる。
日縁部の内外面はヨコナデを施す。内面に波状文を施す。

10YR8/3

浅黄橙色

l Hull程 度α

少粒を含む
良好

S 1302
P-1
古式上師器

甕

底径71 底部は突出する平底である。体部の内面はヘラナデ、外面
は右上がりのタタキを施す。底部の外面はヨコナデを加
す。体部の内面には部分的に黒斑がある。

】5YR7/4

炎赤橙色

l nul以 下 C
砂粒 を 少 窪

含お

良好

S1302
P-1
古式上師器

甕

底径54 底部は突出する平底である。体部の内面はヘラナデ、外面
ま右上がりのタタキを施す。底部の外面はヨコナデを施す。

10YR4/4

褐色

7 null以 下の

少 粒 を 含

Lp。

良好

S1302
D-1
古式上師器

鉢

日宿已148 麻部は内湾し外上方へ伸びる。日縁部は2段に屈曲し外反
する。端部は尖りぎみに丸く終わる。内外面はヘラミガキ
を施すと思われるが、表部が摩耗しており、調整は不明瞭
である。

10YR7/8

黄橙色

4 uull以 下の

砂 粒 を 含

む。

良好

⑪ 十
I

‖

TP+58m TP+58m宅

_ヽ_二 生 _二

10YR4/1褐 灰色細粒シル ト混粘土
7 5YR4/1褐 灰色細粒砂混粘上
10YR6/2灰 責褐色細粒砂混粘土

第15図

+X152和

+X152地

P-2

a―a'は主柱穴 (トーン部分)断面

D-2
~ 

｀
υ

′  ~

O            (1:40)          2m

齢
Ｎ
吊
―
＝

井

TP+5 8m     P~1

▼
1

P-1・ P-2①
D-1・ D-2①

Ｐ・２

Ｕ

S1302平・断面図

」     L
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I 久宝寺遺跡第 13次調査 (KH91-13)

の途中で途切れている。壁溝の幅は0.3～0.5m、 深さは0.14mを測り、埋土は10YR4/4褐色細粒シ

ル ト質粘土(10Y5/1灰色粘上のブロック混じる)である。住居の埋土からは古式上師器が少量出土

した。このうち図化したものは90～ 93である。90は壺で、底部は尖りぎみの平底で、体部は球形

である。91は外面に太筋のタタキを施すことからV様式系の甕になると思われる。92は庄内式奏

で、日縁部は九く終わっていることと、太筋のタタキを施すこと、また復元すると体部上位に最

大径があることなどの特徴から庄内式古相に比定できる。角閃石を多く含む生駒西麓産の胎上で

ある。93は底部が突出するV様式系の甕である。出土遺物から遺構の時期は古墳時代初頭の庄内

式古相に比定できる。

S1302

3・ 4C地区で検出した。住居の北東部は調査区外に至る。検出した南北幅は2.Om、 東西幅は
2.3mを測る。平面の形状は方形になると思われる。深さは0。 2mを測り、埋土は10YR4/1褐灰色細

粒シル ト混粘上である。南北軸を基準にすると主軸はN-22° ―Wである。床面では小穴 2個 (P
-1～ P-2)と溝 2条 (D-1～ D-2)を検出した。 P-1と P-2は 柱穴で、径0.3～0.4m、
深さは0。 14～ 0.16mを 測る。柱間は1.9mを測る。壁溝は西部で検出した。壁溝の幅は0.3～ 0.4

m、 深さは0.3mで、埋土は7.5YR4/1褐灰色細粒砂混粘上である。住居の埋土からは古式上師器が

少量出上した。このうち図化したものは 94～ 97である。94は壺で、日縁部内面に波状文を施す。

95。 96は底部が突出するV様式系の奏であ

る。97は 2段に屈由し外反する鉢と思われ、

他地域からの搬入品の可能性がある。出土遺

物から遺構の時期は古墳時代初頭の庄内式古

相に比定できる。

S E301

4G・ H地区で検出した。 S D321を切り、

遺構の東側は調査区外に至る。検出した平面

形状は不定形で、長径1.6mを測る。断面形状

は南部に段をもつ逆台形で、深さ1.Omを測

る。埋土は上から7.5Y6/2灰 オリーブ色細粒砂

混粘上、10Y6/2オ リーブ灰色細粒シル ト混粘

上、N3/0暗灰色粘上で、N3/0暗灰色粘土層内

からは古式上師器が出上した。出土遺物のう

ち図化したものは98～101である。98は複合口

縁壺で、日縁部の外面に波状文と刺突文を施

す。99～101は甕である。99は体部の外面中～

下位に煤が付着し、内面の下～中位には炭化

物 (米 ?)が付着している。日縁部外面から

体部上位にかけて吹きこばれが見られる。

煤、焦げの付着状況から、浮き置きで加熱し

二
＋一

∞
∞
卜
劇
い
一古

ｘ
＋

※遺構内番号は遺物番号

遺物実測図=1:10

A                      A'

1 75Y6/2灰 オリープ色細粒砂混粘土
2 10Y6/2オ リーブ灰色細粒シルト混粘土
3 N3/0暗灰色粘土

O            (1:40)          2m

第16図  S E301平・断面図
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表13 出土遺物観察表 (10)
遺物番号

図版番号
遺構 器種 去量 (cm) 形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

S E301 古式上師器
復合日縁壷

日縁部は二段に外反する。日縁部の内面はヘラミガキ、列
面は波状文と刺突文を施す。

7 5YR7/6
橙色

l uull以 下の

少 粒 を 含

LP。

良好

S E301 古式土師器

甕

日径137
器高1865
体 部 最 抹

径182

底部は丸みのある尖り底である。体部最大径は中位にあ
る。日縁部は「く」の宇に屈曲し外反する。端部は上方に
つまみ出し、面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを
施す。体部の内面はヘラケズツ、外面の上位は右上がりの
タタキのちハケナデ、下位はハケナデを施す。体部の外面
中位には煤が、体部の内面下～中位には炭化物 (米 ?)が
肘着している。

10YR6/2

灰黄褐色

4 Dull以 下 C
砂 粒 を 禽
む。 (角閃石

を多 く含む
生駒西麓産)

良好

(硬 く

焼き

締ま

る。 )

S E301 古式上師器

甕

口径 134 日縁部はゆるやかに折れ曲がり内湾して伸びる。端部は広
lRlに 肥厚 し面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを加
す。体部の内面はヘラケズリ、外面はナデを施す。体部α

外面には煤が付着している。

10YR3/8

嗜褐色

2 Hlll以 下¢

砂粒 を多握

に含む。

良好

S E301 古式上師器

甕

口 径 134
休部 最 大

径182

体部は球形である。日縁部はゆるやかに折れ由がり内湾し
て伸びる。端部は内側に肥厚 し面を形成する。日縁部の内
外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズ )、 外面は
ハケナデを施す。体部の内面には粘土接合の痕跡がある。
体部の外面には煤が付着している。

10YR3/2

黒褐色

2 Hull以 下の

沙粒を多量
こ含む。

良好

た可能性が高い。また、炭化物が付着している状況から、内面を洗わずに廃棄した可能性が考え

られると'。 100と 101は布留密で、体部の外面中位に煤が付着 している。出土遺物から遺構の時期

は古墳時代前期の布留式期古相に比定できる。

註1 99の表面観察においては、北陸学院大学小林正史教授からご教示いただいた。記して感謝いたします。

S K301～ 317

各土坑の平面形状は円形、楕円形、不定形を呈し、断面形状は逆台形である。埋土はS K301

～312、 314、 315、 317が単一で、313は 3層、316は 5層である。各土坑の平面形状、規模、配置

などの規則性は見受けられず遺構の性格は不明である。S K301～ 306日 303・ 309日 311～ 314・ 316ヨ

317か らは古式上師器が出上した。出土遺物のうち図化したものは S K301の 102、 S K303の 103、

S K304の 104・ 105、 S K309の 106-109・ Sl、 s K313の 110-126、 S K316の 127で ある。

102・ 104・ 105は布留式の甕、103は布留式の鉢である。 103～ 105は布留式古相に比定できる。

106は製塩土器で、器壁は非常に薄く二次焼成を受ける。布留式に比定。107～ 109は布留式古相～

中相の密で、日縁端部は肥厚し面を形成する。 Slは磨製大型蛤刃石斧で、刃部は両刃である。
110・ 111は布留式古相～中相の直口壺である。112は布留式古相の山陰系の複合口縁壺である。113

～119は布留式古相～中相の甕。121～ 123は布留式中相の高杯である。124～ 126は布留式の小型丸

底壺で、125には穿孔がある。124は布留式中相に比定できる。127は布留式古相～中相に比定でき

る奏である。なお、検出した各土坑の詳細については表14に まとめた。

S P301～ 315

各小穴の平面形状は円形・楕円形・不定形に分けられ、径0.15～ 0.65mを測る。断面形状はS

K303・ 314が皿状を呈す他は逆台形である。深さは0,05～ 0。 45mを測り、埋土は単一であつた。

建物を構成するものはなく、また、規模や方向などの規則性は見られない。S P302・ 304は 305・

308～ 315か らは古式上師器が出上したが、図化できるものはなかつた。なお検出した各小穴の詳

細については表15にまとめた。
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iittII「

三二

i:::き

:王

子子103

租   1∞

0           (1:4)          20cm

0      (1:3)     10Cm

S1301 90-93  S K301 102 S K304 104・ 105
S1302 94-97  s K303 103 S K309 106-109 Sl
S E301 98～ 101

S E301、 S K301・ 303・ 304・ 309出土遺物実測図

／

９８

105

ド↑
、
そミ|＼、

第17図  S1301・ 302、
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④
x=-152732

取

潔

※遺構内番号は遺物番号

遺物案測図=1:10

0            (1:40) 2m

75Y4/3皓オリープ色粘土
5BG2/1青 黒色細粒砂混粘土
5G71暗緑灰色粘土

第18図  S K313平・断面図

S D301～ 321

平面形状は直線に伸びるもの、L宇に曲がるものがある。断面形状は逆台形と皿状を呈す。埋

土は単一であつた。各溝は平面形状、規模、配置などに規則性は見られなかつた。

S D301～ 306日 308・ 309・ 311～ 314・ 316日 317か らは古式上師器が出上した。出土遺物のうち

図化したものはS D307の 128である。128は布留式の複合日縁壺である。なお、検出した各溝の詳

細については表16・ 17にまとめた。

遺構に伴わない出土遺物

5層からは古式土師器が出上した。遺物のうち図化したものは129。 130で ある。

129は古式上師器のV様式系甕である。130は古式上師器の高杯で、布留式に比定できる。

十

一Φ
Ｎ
∞
∞
―

〆
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I 久宝寺遺跡第 13次調査 (K H91-13)

表14 第 3面上坑一覧表

遺構番号 地 区 平面形状 離
ω
罐
ｍ
径

ｍ，
断面形状

さ

ｊ

深

くｍ
埋 土 出土遺物

S K301 2C ]形 S1301を 切 る 要台形 0 25 5Y4/3暗 オ リーブ色粘土 古式上師器
S K302 2・ 3C・

D
青円形 逆台形 5Y4/3暗オツーブ色粘土 古式土師器

S K303 2D 弓形  S P303に切られる 10 逆台形 5V4/3暗オリーブ色粘土 古式上師器
S K304 2D 青円形 18 07 近台形 0 1 5Y4/3暗オツーブ色粘土 き式上師器

S K305 2E ¬形 撹乱で切られる 近台形 0 15 5秘/3暗オリーブ色粘上 古式上師器

S K306 3E 司形 撹乱で切られる 酋台形 5Y4/3暗オリーブ色粘土 き式上師器
S K307 3E 宥円形 12 10 逆台形 化5Y4/3暗オリーブ色粘土 後 し

S K308 2E・ F 下定形 逆台形 5Y4/3暗オツーブ色粘上 子式上師器

S K309 3G 下定形 16 12 踵台形 5■/3暗オリーブ色粘土 守式上師器
S K310 2D・ E 下定形 撹乱で切られる 15 逆台形 5Y4/3暗 オ リーブ色粘土 よ し

S K311 3D・ E 下定形 撹乱で切られる 逆台形 5Y4/3暗オリーブ色粘土 子式上師器

S K312 2F ヨ形 撹乱で切られる 1 1 逆台形 7.5秘/3暗オリーブ色粘土 吉式土師器
S K313 3G・ H 下定形 逆台形 75Y4/3暗 オリーブ色粘土

5BG2/1青 黒色細粒砂混粘土 土器全
む
504/1局ξ系謝更埴乳*占 f

古式上師器

S K314 2G・ H 定形 西部は調査区外 近台形 5Y4/3暗オリーブ色粘上 寺式上師器
S K315 3H。 1 青円形 10 逆台形 02 5Y4/3暗オツーブ色粘土 蛮 し

S K316 3H 晴円形 13 逆台形 10Y5/1灰 色粘土
10YR2/1黒 色細粒シル ト 炭含む
10YR5/1褐 灰色粘土
10YR2/1黒 色細粒シル ト 炭含む
5B4/1暗青灰色殆土

古式上師器

S K317 4H 下定形 逆台形 5Y4/3暗オリーブ色粘土 古式上師器

表15 第 3面小穴一覧表

遺構番号 地 区 平画形状 離
ｍ
解
ω
径

ｍ＞
断面形状

さ

，

深

くｍ
埋 土 出土遺物

S P301 3C 宥円形 逆台形 ;Y5/1灰色細粒砂粘土 後 し

S P302 3D 宥円形 近台形 0 1 Y5/1灰色細粒砂粘土
=式
上師器

S P303 2D ]形  S K303を切る 03 L状形 ;Y5/1灰色細粧砂粘土 よ し

S P304 3F ヨ形 逆台形 ;Y5/4オ リーブ色粘土 子式上師器

S P305 3F 膏円形 04 逆台形 ;Y5/4オ ツーブ色粘上
=式
上師器

S P306 3F ]形 睦台形 Y5/4オ リーブ色粘土 後 し

S P307 3F ]形 逆台形 Y5/4オ ツーブ色粘土 な し

S P308 3F・ G 膏円形 逆台形 5Y5/4オ リーブ色粘上 古式上師器
S P309 2F 青円形 逆台形 5Y5/1灰色粗粒シル ト混粘土 古式上師器

S P3 2G 膏円形 逆台形 5Y5/1灰色粗粒シル ト混粘土 子式上師器

S P3 1 2G ヨ形 酋台形 0 1 ;Y5/4オ リーブ色粘土 す式上師器
S P3 3H ヨ形 逆台形 ;Y5/1灰色粘土

=式
上師器

S P313 3H 下定形 逆台形 0 15 ;Y5/1灰色粘土 」式土師器

S P314 3H・ I 宥円形 皿状形 ;Y5/1灰色粘土 古式上師器
S P315 下定形 逆台形 ;Y5/1灰色粘土 古式上師器

表16 第 3面溝一覧表 (1)

還構番号 地 区 平面形状 幅 (m) 断面形状 雅
ｍ

埋 土 出土遺物

S D301 3D 南東―北西方向に直線に伸びる 皿状形 0 05 5Y4/6オ ツーブ褐色細粒砂混粘土 士式上師器

S D302 3C'D 南東 北西方向に直線に伸びる 皿状形 5Y4/6オ リーブ褐色細粒砂混粘土
=式
上師器

S D303 3・ 4C 南西―北東方向に直線に伸びる
S D304を切る

02 皿状形 5Y4/6オ リーブ褐色細粒砂混粘土 よし

S D304 3C 覇東―北西方向に直線に伸びる
S D303に切られる

睦台形 ;Y5/6オ リープ色細粒シル ト混粘土 き式土師器

S D305 3C 菊東―北西方向に直線に伸びる 堕台形
'Y6/1オ
ツーブ色細粒砂混粘土 古式上師器

S D306 2D・ E 菊西―北束方向に直線に伸びる 皿状形 5Y4/6オ リーブ褐色細粒砂混粘土 な し

S D307 3F 燕西方向に直線に伸びる 逆台形 Y4/3暗オリーブ色細粒砂混粘土 古式上師器
S D308 2F <西方向に直線に伸びる 逆台形 25Y4/6オ リーブ褐色細粒秒混粘土 後し

S D309 2F・ G3
F
燕西方向に直線に伸びるSE

'10、

S D311を切る
逆台形 5Y4/3暗オリーブ色細粧砂混粘土 寺式上師器
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１‐　　一

捌    1憎

S D307 128
5層    129・ 130

130 0 (1:4)             20cm

第19図  S K313・ 316、 S D307、 5層出土遺物実測図
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I 久宝寺遺跡第 13次調査 (K H91-13)

表17 第 3面溝一覧表 (2)

遺構番号 地 区 平面形状 幅 (m) 断面形状
深さ

(m)
埋 上 出土遺物

S D310 2F・ G 南北方向に直線に伸びる SD
309に切られる

0 55 菫台形 0 12 5Y6/1黄灰色細粒砂混粘土 古式土師器

S D311 2・ 3F・
G
東西に直線に伸び、西部は北西

方向に折れ由がる S D 3091こ

切られる

0 42 逆台形 01 5Y4/3オ ツーブ褐色細粒シル ト混粘土 古式土師器

SD 2G 茶西方向に直線に伸びる 0 62 逆台形 0 15 Y5/4オ リーブ色粗粒シル ト混粘土 き式土師器

S D3 2G 菊北方向に直線に伸びる 0 65 逆台形 02 」5Y6/1黄 灰色細粒砂混粘土 な し

S D3 4 2H 末西方向に直線に伸びる 05 逆台形 0 22 Y5/4オ リーブ色粗粒シル ト混粘土 な し

S D3 5 3H・ I 菊西 北東方向に直線に伸びる 02 逆台形 01 Y4/4暗オリーブ色細粒砂混粘土 古式上師器

S D3 6 3H 萌北方向に直線に伸びる 0 18 逆台形 Y4/4暗オリーブ色細粒砂混粘土 な し

S D317 3H・ I 南西 北東方向に直線に伸びる 0 26 皿状形 0 08 ;Y4/4暗オリーブ色細粒砂混粘土 な し

S D318 3H・ I 南西 北東方向に直線に伸びる 0 32 Ill状形 0 08 ,Y4/4暗オジーブ色細粒砂混粘土 古式土師器

S D319 3・ 4H 南西―北東方向に直線に伸び【
S D320に切られる

皿状形 0 05 ;Y4/4暗オ リーブ色細粒砂混粘土 絞 し

S D320 3・ 4G4
H
南東一北西方向に直線に伸びる
S D319を切る

逆台形 5Y5/1灰色細粒シル ト混粘土 よし

S D321 4G 菊東―北西方向に直線に伸びる
S E301に切られる

0 32 皿状形 01 5Y5/1灰 色細粒シル ト混粘土 よし

表18 出上遺 表 ( )

遺物番号

図版番号
遺構 器種 法量 (cm) 形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

S K301 古式上師器
甕

日密&140 日縁部は折れ曲がり内湾して伸びる。端部は内側に肥厚し
面を形成する。日縁部の内面ナデ、外面はヨコナデを施す。
休部の内面はヘラケズリ、外面はハケナデを施す。内面の
ヘラケズリは屈曲部におよんでいない。

10YR6/3

にぶ い黄櫓

色

4 Hlll以 下¢

砂粒 を多運

こ含む。

良好

S K303 古式上師器
鉢

日宿&108 休部は内湾する。日縁部は「く」の字に屈曲し内湾しなが
ら外上方へ伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部
の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラミガキ、外
面はヨコナデヨコナデを施す。

[OYR7/6

刀黄褐色

l llull以 下¢

砂 粒 を で
む。

良好

S K304 古式上師器
甕

日径 136 日縁部は「くJの字に屈曲する。端部は内上方へつまみLL
し面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部
の内面はユビナデ、外面はハケナデを施す。外面に黒斑が
ある。

10YR5/1

褐灰色

2 5Hull以 下¢

砂粒 を少握

含む。

良好

S K304 古式土師器
奏

日宿&148 口縁部は「く」の宇に屈曲したのち外反する。端部は面を
形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面
はヘラナデ、外面はハケナデを施す。日縁部の外面に粘土
接合の痕跡と黒斑がある。

10YR5/1

掲灰色

3 Dull以 下の

少 粒 を 含

い。

良好

S K309 古式上師器
製塩土器

氏径 32 甍部は「ハ」の宇に開く。体部の内面はヘラナデ、外面は
「_上がりのタタキのちユビナデを施す。底部の外面はユビ
オデを施し、底面にはヘラ状工具の痕跡がある。器壁は非
寺に薄く、二次焼成をうける。

10YR7/4

にぶ い黄程
色

4 Dull以 下¢

砂粒 を多選

に含む。

良好

S K309 古式上師器
甕

日径170
体 部 最 大

径240

日縁部は折れ曲がり内湾して伸びる。端部は内側に肥厚と
面を形成する。日縁部の内面はナデ、外面はヨコナデを加
す。体部の内面は上位ヘラケズリ、下位ユビナデを施す。
体部の外面に縦方向と左上がりのハケナデを施した後、櫻
方向のハケナデを施す。体部の外面上位にはヘラによる束|
突文がある。外面には全体的に媒が付着。

10YR5/1

掲灰色

3 null以 下の

砂 粒 を 含
le。

良好

S K309 古式上師器
甕

口径 138 日縁部は折れ曲がり内湾して伸びる。端部は内側に肥厚し
面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の

内面はヘラケズリ、外面はナデを施す。

10YR5/1

褐灰色

2 Dull以 下¢

琲 粒 を 台
ナ●_

良好

S K309 古式上師器
甕

日密&140 日縁部は折れ由がり内湾して伸びる。端部は内側に肥厚し
面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の
均面はヘラケズリ、外面はナデを施す。外面には煤が付着。

10YR5/1

掲灰色

l Dull以 下の

砂粒 を多量

こ含む。

良好

Ｓ

　

　

ｌ

S K309 磨製大型蛤
刃石斧

刃部は両刃である。断面は楕円形を呈す。

S K313 古式上師器
壺

日密と200 日縁部は外反する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体
部の内面はヘラケズツとユビナデ、外面はハケナデを施す。

5YR7/8

隆色

3 nllllの 砂相
を含む。

良好

111

17

S K313 古式上師器
壺

日径174
器高319
体部 最 大
径273

本部は球形である。日縁部は外反する。端部は尖りぎみに
九く終わる。日縁部の内外面はヨコナデを施し、体部の広
面はヘラクズリのちユビナデ、外面はハケナデを施す。体
郭の外面上位にはヘラ状工具による波状文を施している。

「5YR5/2

天褐色

3 aull以 下の

少 粒 を 含

む。

良好

31



19 出土 表 (12)

遺物番号

図版番号
遺構 器種 法量 (cm) 形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

112

17

S K313 古式上師器
複合日縁壷

日径 186 日縁部は外反したのち段を有し、さらに外上方へ外反

'る。端部は丸く終わる。日縁部の内外面はヨコナデを施す(

10YR6/6

明黄褐色

2 nulの 砂粒

を含む。

良好

S K313 古式上師器
甕

日宿&150 日縁部は内湾する。端部は肥厚し面を形成する。日縁部互

内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外洒

はハケナデを施す。外面には黒斑がある。

10YR4/2

灰黄褐色

2 Dull以 下の

少 粒 を 含

良好

S K313 古式上師器
甕

日径136 ヨ縁部は内湾する。端部は肥厚し面を形成する。日縁部¢
勺外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリを瀬

オ。外面には煤が付着している。

[.5YR6/6

麓色

〕.511ull以下の

少 粒 を 含
″o^

良好

S K313 古式上師器
姦

日倉≧124 ヨ縁部は内湾する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。打
部の内面はヘラケズリを施す。外面には煤が付着している(

10YR4/2

匠普拐れ

1.5all lの 砂粒

歩合 すo^

良好

S K313 古式上師器
恋

日径12.4 日縁部は内湾する。端部は肥厚し面を形成する。日縁部分

均外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズプを施す。

10YR4/2

灰黄褐色

2 allllの 砂粒
歩合 )。 _

良好

S K313 古式上師器
甕

日宅と16.0 日縁部は内湾する。端部は面を形成する。日縁部の内外顧
はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面はユと

ナデを施す。

10YR5/1

褐灰色

3 mul以 下の

少粒 を多握
,こ合 ,F^

良好

S K313 古式上師器
甕

日ね≧128 日縁部は内湾する。端部は面を形成する。日縁部の内外顧
はヨコナデを施す。体部の内面はヘラナデとユビナデ、刻

面はハケナデを施すぃ外面には媒が付着している。

10YR4/2

灰黄褐色

3 nun以 下の

少 粒 を 含
}|_

良好

S K313 古式上師器
甕

日径126 日縁部は内湾する。端部は九く終わる。日縁部の内外面に
ヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリを施す。

「 5ЧR6/6
春れ

1.5munの砂消

を含む。

良好

S K313 古式上師器
甕

日宿豊140 日縁部は「く」の字に屈曲し外上方へ伸びる。端部は九く
終わる。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面に
ヘラケズリ、外面はハケナデを施す。

「 5YR7/6

登色

3 alln以 下¢

少粒 を多聾
こ含む。

良好

S K313 古式上師器
高杯

日径15.6 日縁部は外反する。端部は九く終わる。杯部の内面はヨ

ナデ、外面の上位はヨコナデ、下位はハケナデを施す。

卜.5VR6/6
春魯

3 Hullの 砂 濯

矛合 才|^

良好

S K313 古式土師器
高杯

居径11,0 却部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部カ

らゆるやかに曲がり「ハ」の字に広がる。端部は尖りぎち

に丸く終わる。脚部の内面はヘラケズリ、外面はヘラナラ

を施す。裾部の内面はユビナデ、外面はハケナデを施す。

;YR6/8

登色

2 Dull以 下¢

沙粒 を で
LF。

良好

S K313 古式上師器
高杯

居径112 却部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部カ
らゆるやかに曲がり「ハ」の字に広がる。端部は面を形励

する。杯部の内外面は表部が摩耗しており調整は不明で彦

る。脚部の内面はユビナデを施し、しばり目がある。外顧

はヘラナデを施す。裾部の内外面はユビナデを施す。

「.5YR7/6

登色

4 mll以 下¢

砂粒 を多醤
こ含む。

良好

S K313 古式上師器
小型丸底童

日径 104 休部は横長の球形になると思われる。日縁部は屈曲し内深
ぎみに外上方に伸びる。端部は尖りぎみに丸く終わる。 E

縁部と体部の内外面はハケナデを施す。体部の内面には理

土接合の痕跡がある。

5Y R7/3
こぶい橙色

l alll程 度α

砂粒を含む

良好

‐２５

　

　

‐ ７

S K313 古式上師器
小型丸底壺

体 部 最 赤

径8,7
体都は横長の球形である。体部の内面はナデ、外面の上荀

はハケナデのちヘラミガキ、中位 と下位ヘラミガキを加

す。体部の内面には粘土接合の痕跡がある。外面下位にに

穿孔がある。また外面下位には黒斑がある。

「.5YR6/6

登色

3 mun以 下α

砂粒 を少委

蚤む。

良好

S K313 古式上師器
小型九底壷

日径 9.2 口縁部は屈曲し内湾ぎみに外上方に伸びる。端部は九く縦

わる。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はコ

ビナデ、外面はヘラミガキを施す。内外面には黒斑がある(

10YR7/8

黄橙色

2 Hun以 下互

沙 粒 を 進
「。̂

良好

S K316 古式上師器
甕

日径142 日縁部は内湾する。端部は肥厚し面を形成する。日縁部互
内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズヅ、外顧
はハケナデを施す。日縁部の内面には黒斑がある。日縁剖
と体部の外面には媒が付着している。

5YR5/3

こがい褐色

¢

必，
用
を
ｍ
粒

ｌ

沙

い

良好

S D307 古式上師器
複合日縁壷

ヨ径■ 4 日縁部は外反したのち段を有し、さらに外上方へ外反す

る。端部は九く終わる。日縁部の内外面はヨコナデを施す。

体部の内面はヘラケズリを施す。

7.5YR5/1

場灰色

3 null以 下 C
砂粒 を少堡

含む。

良好

‐２９

　

　

‐７

5層 古式上師器
甕

口径129
器高173
は部径44
麻部 最 赤

径133

底部は突出する上げ底。体部は縦長。日縁部は「く」の字

に屈曲し、外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成す

る。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はナデ、

外面は右上がりのタタキを施す。底部の内面にはヘラ状工

具による痕跡がある。底部の外面はユビナデを施す。体部
の外面には粘土接合の痕跡と黒斑がある。

10YR4/2

灰黄褐色

Ｃ

お，い陸
。

４

砂

む

良好

３０

　

　

‐７

5層 古式上師器
高杯

居径118 印部は直線的に外下方に広がる筒状である。裾部は脚部カ
らゆるやかに由がり「ハ」の字に広がる。端部は面を形瘍

する。脚部の内面はユビナデとヘラケズリ、外面ヘラナブ

を施す。裾部の内面はハケナデ、外面はユビナデを施す。

ア.5YR6/6

登色

2 uun以 下¢

砂 粒 を 禽

む。

良好

32



第 3章 まとめ

今回の調査では古墳時代初頭～近世までの遺構が検出された。以下では各時代の遺構および遺

物について検出面毎に記載する。

第 3面  (古墳時代初頭～前期 [庄内式古相～布留式中相])

古墳時代初頭 [庄内式期古相]には調査地北部で検出した竪穴住居 2棟 (S1301・ 302)が ある。
南部には同時期の遺構の検出がないことから、同時期の居住域は北部に広がっている可能性が高

いと考えられる。

古墳時代前期 [布留式古相 (布留 I)]に は南東部で井戸 (S E301)を、北部で土坑(S K303。 304)

を検出したことから、同時期の居住域は本調査地の周辺に存在していたと推測できる。

北西側約100m地点の研究会第71次調査 (K H2006-71)で は、13区の第 5層から布留式古本目の上

器が出土しており(樋 日他2007)、 北西側約200m地点のセンターの調査では、生産域が検出されて
いる(亀井他 2007)。 このことから、同時期の居住域の北西への広がりは、東西に伸びる府道加美

旭町 。久宝寺線から久宝寺緑地内の南部あたりまでであったと推測できる。東部への広がりは、

調査例が少なく不明である。なお、本調査地の東部の研究会第 6次調査 (K H90-6)では、布留
式古相の竪穴住居が検出され、さらに庄内式古相の井戸も検出しており、古墳時代初頭～前期に

かけての居住域の存在が明らかになつている (原田1993)。 また、研究会第35次調査 (KH2000-35)
でも、土坑などが検出されている (森本2002)。 この 2件の調査地と本調査地との距離は約400m

を測り、かなり離れていることから一連の居住域と断定することは難しく、別の居住域があった

と考えるのが妥当であろう。

布留式中相 [布留Ⅱ～Ⅲ]では北部で土坑 (S K301)を 、南部で土坑(S K309・ 313・ 316)を検出

した。 S K309・ 313か らは完形近くまで復元可能な土器が出土している状況から、同時期の居住

域が本調査地の周辺に存在していたと推測できる。

第 2面  (古墳時代前期 [布留式期古相～中相])

古墳時代前期 [布留式期古相～中相]には、調査地全域で疎らに遺構を検出した。このうち、河

)||(N R201)は調査地の南端で検出した。東西方向に流路をもち、古墳時代前期の布留式期古相を

中心とし、中相までの遺物が多くコンテナ箱約10箱程度廃棄されていた。 出土遺物から布留式

期古相に流れはじめ、中相に埋没したと考えられる。

N R201の廃絶時期の布留式期中相には土坑を数基 と溝 1条を検出したのみで、遺構の数が減

り、居住域は廃絶したと見られる。

第 1面  (奈良～平安時代、鎌倉時代、近世)

S E101は近世の農耕に関係する灌漑用の井戸の可能性があり、また、S D101は 中世の農耕に

関係する灌漑用の溝の可能性がある。さらに、S D102～ 108は奈良時代から平安時代にかけての、

農耕に関連した素掘りの溝と推測される。このことから、奈良時代以降近世までは本調査地には

生産域が広がっていたと推測される。

Ｏ
υ
つ
０



N R201内 出土の環形付木製品について

今回出土 した環形付木製品 (以 下本木製品 と記す )の類例 には、大阪府堺市下田遺跡、奈良県宇

陀市戸石・辰 巳前遺跡、滋賀県東近江市斗西遺跡がある (藤 田1996・ 鈴木 2000)。 4例 とも古墳時

代のものであ り、本木製品 と時期は同 じである。

本木製品は多 くの上器 が廃棄 された河川か らの出上で、出土状況が似てい る例には下田遺跡が

ある。下田遺跡の環形付木製品の出土状況は、古墳時代前期 [布留式期 ]の大溝の中か ら、多量の

古式土師器や木器 な どとともに出上 した (西村 1996)。

下田遺跡出上の環形付木製 品は 「軸部は片手で掴む 「握 り」の部分 と考えて良いだろ う。本製

品の軸の先端部に別の部材 がついて完成品 となる。 (中 略 )あ えて類品を推測すれば団扇か塵尾な

い しは払子の類が挙げられ る。」 と言 う考え方が報告 されている (藤 田1996)。

本木製品は軸の先端がない こと以外は、下田遺跡出上のものに形状が似ていることか ら、団扇

か塵尾ない しは林子の可能性があると考えられる。
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

第 1章 はじめに

久宝寺遺跡は人尾市の西端に位置し、現在の行政区画によると、人尾市内では北久宝寺 1～ 3、

久宝寺 1～ 6、 西久宝寺、南久宝寺 1～ 3、 神武町、北亀井町 1～ 3、 龍華町 1・ 2、 渋川町 1～ 7

丁目がその範囲となつており、さらに西の大阪市域 。北の東大阪市域に広がつている。地理的に

は旧大和川の主流である長瀬)||の左岸にあたり、同地形上で南側に跡部遺跡・亀井遺跡 。太子堂

遺跡が存在する。なお西側の大阪市域では加美遺跡として調査が実施されているが、両遺跡は同

一の遺跡として提えられている。

当遺跡発見の契機は、昭和10年に人尾市久宝寺 5丁 目で行われた道路工事の際に、弥生土器 。

土師器・丸木船の残片が出土したことによる。昭和48年度には、大阪府教育委員会 。(財)大阪文

化財センターによる近畿自動車道天理～吹田線関連の総延長13.5kmに及ぶ発据調査が開始され、

このほぼ中位に位置する久宝寺遺跡は、北地区・南地区に分割され、昭和55年度から昭和61年度

にわたつて調査が実施された。また 。東大阪市文化財協会 。人尾市教育委員会 。当調査研究会に

おいても多次にわたる発掘調査が実施されている。これらの調査成果から、当遺跡は縄文時代晩

期～近世にわたる遺跡であることが確認されている。

このような情勢下の平成 4年、人尾市神武町1901における店舗付き共同住宅建築工事の届出書

が、人尾市教育委員会文化財課に提出された。これを受けた同文化財課では、当該地が周知の遺

跡範囲内にあたることから、平成 4年 2月 17日 に遺構確認調査を実施した評
1そ
の結果、古墳時代

前期の遺構・遺物包含層が確認され、同文化財課では発掘調査が必要であると判断し、事業者に

その旨を通知した。そして、発掘調査を実施することが両者で合意され、調査にあたつては、事

業者 。文化財課・当調査研究会の三者協定により、当調査研究会が主体となつて実施することと

なつた。
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第 2章 調査概要

第 1節 調査方法
今回の調査は店舗付共同住宅建設に伴 う調査で、当調

査研究会が久宝寺遺跡内で実施した第 14次調査 (K H93

-14)にあたる。

調査区平面形は西辺 。南辺がほぼ直角を成す台形に近

い不整形を呈している。

調査に当たつては、掘削排土処理の都合上、調査区を

東西に三分割し、西区から調査を行い、埋め戻し後に東

区の調査を実施した。なお調査地は大阪市と人尾市に跨

つており、概ね西区が大阪市域、東区が人尾市域となる。

また調査区の西・北 。東辺には簡易矢板による土留めが

施されたため、周囲に幅約50clllの畦を残しての調査となつた。

調査は、西区では地表下約1.6mま で、東区では約1,7mま でを機械掘削とし、以下の約0.5～0.6

mを対象として人力掘削により実施した。また、下層確認調査として東区の北部 。南部に 2か所

の トレンチを設定し、機械 。人力掘削併用により平面・断面の観察を行つた。

地区割については、調査区平面形に合わせて10m方眼を任意に設定した。そして南北ラインに

アルファベット(西からA～ D)、 東西ラインに数字 (1～ 3)を冠し、10m四方の地区名は北西交

点のポイント(lA～ 3C)に代表させた。なお現地における平板平面図と1/2500地形図との合成

によると、この南北ラインは座標北から西に約0.5度振っている。

調査で使用した標高値の基準は、調査地の南西約550mに所在する大阪市立加美南部小学校内の

水準点 (T.P。 +7.08m)よ り移動した。

第 2節 基本層序
調査地の現地表面はT,P.+7.2～ 7.3mを測る。第 0層は盛上で、層厚1.2～ 1.5m。 第 1層は旧耕

上で、北部では見られなかつた。第 2層の粘土質シル トは、北部ほど砂質優勢となり細粒砂層と

なつている。第 3層は古墳時代初頭～前期の上器を多量に含む包含層で、層厚10～ 20clllを測る。

第 4層 も同様の遺物包含層で、層厚20～ 30cmを測り、西部ほど砂粒の含有が少なくなつている。

中央部～南部では上面に部分的に薄く灰褐色細粒砂の堆積が見られた。第 3層上面が第 1面、第

4層上面が第 2面である。第 5層は南部を中心に確認された。第 6層は、南部ほど層厚が厚く、

北部では第 7層の砂層が隆起しているため見られない。第 7層は北部から北東部でのみ見られた

流水層と考えられる砂層である。第 5～ 7層の上面が第 3面である。第 8～ 10層 は一連の上層と

考えられ、西部では粘上、東部では粘土質シル ト～極細粒砂となつている。下層確認調査では第

9層上面 。第11層上面で精査を行つたが、遺構は検出されず、また第 5層以下からは遺物は出土

しなかつた。

ぐ府道加美旭町・久宝寺線→

第 2図 地区割り国
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盛土
個耕主

責灰色系粗粒砂混粘主質ンルト
暗撮色系細粒砂混粘土質シルト
灰褐色系細粒砂混粘土質シルト
黄灰裾色維土～粘土賀シルト
灰黄色系維土質シルト～極細粒砂
灰色系粗粒砂～極細粒砂
脅灰色粘土

灰青色種細粒砂～粘土互層
黒斉色粘土

購褐灰色粘止～シルト五層 (植物遺体多)
灰色粗粒砂

30m

第 3国 基本層序

第 3節 検出遺構と出土遺物
調査では第 1～ 3面の 3面を確認した。

(第 1面 (T,P.+5。 6～ 5。 7m)〉

古墳時代前期までの遺物包含層である第 4層上面で、掘立柱建物 1棟 (S B101)、 溝 1条 (SD
101)、 ピット3個 (S Pl17～ 119)を検出した。S D101か ら飛鳥～奈良時代に比定される須恵器片

が出土しており、これを第 1面の遺構の時期として捉えておきたい。

S B101

調査区中央の 2B区で検出した総柱の掘立柱建物で、S P101～ 116で構成され、南東角の柱穴
は攪乱により削平されている。検出面のレベルはT,P.+5.6～ 5,7mを測り、規模は南北 3間 (約4.7

m:柱間約1.6m)× 東西 3間 (約 5。 3m:柱間約1.8m)で、主軸は西―約2.0° ―北である。柱穴は
平面が隅丸方形を成すもの(S P107・ 115)も あるが、不定形が多い。規模は直径30～ 80clllを測り、

深さは内部のS P106・ 107・ 110・ 111が 30～ 45clllと 深くなつており、外周のものは 5～ 33cIIlと 浅

い。なおいずれにも柱根は遺存していない。遺物はS P103・ 108・ 110。 112・ 115か ら庄内式・布

留式上器の細片が出土している。

S D101

調査区西部 2～ 3A区で検出した南北方向に直線的に伸びる溝で、検出長12.5m。 幅50～ 80clll・

深さ約10cmを測る。断面皿状を成し、埋土は灰黄色細粒砂混粘土質シル トの単層である。遺物は

飛鳥～奈良時代に比定される須恵器片が出上している。他に鉄錆の塊が 1点出上しているが詳細

は不明である。
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第4国 第重面平面園

S Pl17～ 119

S Pl17・ 118は 3A・ B区で検出したもので、深さ5 cIIl程度を測る。埋土はS D101と 同じであ

り、同様の溝の残欠と思われる。遺物は出土していない。S Pl19は 3C区に位置し、平面形は直

径約20clllの円形を成す。深さ約30cIIlを測り、埋土は黄灰褐色細粒砂混粘土質シル トである。 SB
101と 同様の建物関連のピットと考えられる。布留式上器の細片が出上している。

(第 2面 (T.P,+5,4～ 5.5m)〉

第 5層上面で、竪穴住居 1棟 (S1201)、 井戸 2基 (S E201・ 202)、 土坑 8基 (S K201～ 208)、

溝 2条 (S D201・ 202)、 ピット5個 (S P201～ 205)を検出した。これらの遺構の時期は出土遺物

から布留式期前半と考えられる。

S1201

調査区南西部の 3A区で検出した堅穴住居である。平面形は方形を成し、主軸は西―約6.5° 一
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査(K H92-14)
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淡灰黄色細粒砂混ンル ト
黄灰褐色細粒砂混粘土賢シルト
青灰色組粒砂混シル ト質粘土

4 灰黄色細粒砂混ンル ト質雑土
5.褐灰色細粒砂混粘上質ンル ト
6.褐灰色細粒砂混粘土

第 5図 S B101平 断面図

0          2m

黄灰色細粒砂混シルト
褐灰色粘土貿シルト
灰黄褐色粘土質シ,レ ト

北である。規模は南北約4.Om。 東西約3,7mを測る。検出面のレベルは約T,P.+5,35m、 床面のレ
ベルは約T.P.+5。 25mを測る。床面では壁溝の他、炉、土坑 1基 (Kl)、 ピット7個 (Pl～ 7)、 溝 3

条 (D2～4)を検出した。なお一般的な四本柱の堅穴住居にみられるような主柱穴は認められず、上

屋構造は不明である。炉は中央やや西に位置する平面円形の上坑である。規模は50× 45cIIl・ 深 さ

10cIIlで断面皿状を呈し、底部には全面に煤が付着する。また炉の周囲から南東角のKlにかけての

床面には砂が敷きつめられた状況が見られ、この砂はD3やP3～ 6の埋上に及んでいる。壁溝は全周

しており、幅25～ 40clll・ 深さ5～ 10clllを 測る。西壁溝内底部の数箇所には小さな窪みが見られた。

D2は東壁溝中央から内側に伸びる溝で、深さ約 10clllを測り、断面逆台形で埋土は暗灰色粘土質シ

ル トである。D3・ 4は L宇型を成し、炉を囲む状況である。埋土はD3が暗褐色粗粒砂混粘上、D4
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S k201

酔
,SK理

S K21B

S K206         e P202

第6図 第慮面平画園

が暗灰色粘土質シル トである。ピットはP2～ 5については位置関係から見てD3・ 4と 同様、炉に付

随する遺構と捉えられる。埋土はP2・ 7が暗褐色粘土質シル ト、他はD3と 同じく暗褐色粗粒砂混粘

上である。Klは南東角の壁溝と重複し、規模は80× 90cIIl・ 深さ約25cIIlを測る。埋土は淡灰色粘土

質シル トである。底部からは完形の上器 9点 (養 2・ 高杯 2・ 小形丸底壺 3・ 小形鉢 2)がまとま

つて出上しており、埋納されたものと思われる。

遺物は 1～ 18を図化した。 1～ 7は住居埋土、 8。 9。 11～ 15・ 17・ 18は Kl、 10・ 16は北西部

壁溝内の出上である。 1～ 3は密である。 1は形態に四国系の特徴を持つ。 2・ 3は庄内式密で

ある。 2は肩部の夕タキがほぼ垂直方向に施される。 4は精製の有段口縁鉢、 5は 日縁部が外反

する鉢である。 6は鼓型器台で、日径 10.8cIIl・ 底径12,Ocm・ 器高7.8cmを 測る。日縁部内外面、及

び脚部外面は横位のヘラミガキである。フは器種不明の日縁部で、外面縦位のヘラミガキを施す。

小形器台か。 8～ 10は有稜高杯で、 9は稜部に沈線が生じている。調整はヘラミガキを多用し、
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

枠
3B

T,P,+5,4m
69

1.暗灰黄褐色極細粒砂混粘土質シルト
2_暗灰褐色極細粒砂混粘圭質ンルト
3.階灰黄樋色極組粒砂混絡圭質シルト 炭多
4.明黄灰色粘土質シルト
5.黄灰色粘土買シルト
6.暗灰黄色極細粒砂混粘上賃シル ト
フ.灰黄色粘土賀シルト
8.淡黄虞色粘土質シル ト
9 晴灰黄色極縛粒砂混粘土
10.黄褐陳色粘土
11 淡灰黄色絡上
12.暗黄灰色粘土
13 灰色細粒砂～組粒秒
14 黄灰色粘土
15 晴褐色粗粒砂混粘土
16 暗灰色粘土質シルト

第7図  S120言 平断面国
9は杯底部～脚部の外面がヘラケズリで、裾部にはハケが見られる。日径・器高・底径は 8が 16.8・

13,9。 10,7cm、 9が 16.5・ 13.2・ 12.3cmを測る。11～ 13は精製の小形丸底壺である。 11・ 12はヘ

ラミガキを多用し、12の底部外面はヘラケズリである。13は 口縁部ヨコナデ、底体部外面ハケ、

内面ヘラケズリである。日径・器高・体部最大径は11が 11.5。 7.3・ 7.7clll、 12が 10。 7・ 7.8・ 8.6

clll、 13が 8.6・ 8.3・ 9。 9cIIlで ある。14はヘラミガキを多用する精製の有段鉢で、底部外面はヘラケ

ズリである。日径 15,7clll・ 器高6.Oclllを 測る。15は手捏ね成形による小型鉢で、調整は日縁部ヨコ

ナデ、底体部ナデ。口径 10。 3cn・ 器高5。 6clllを測る。 16～ 18は球形の体部を成す布留式奄である。

0        50cm

ｒ
　

働
　
Ｏ
ｒ
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3

7

第 3図  S1201出土遺物

10cm

第 9図  S E201出土遺物
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

口縁端部の内側への肥厚は、16・ 17が丸みをも

ち、18は尖り気味で端面に沈線が生じる。調整

はいずれも口縁部ヨコナデ、底体部外面ハケ、

内面ヘラケズジで、18は 口縁部内面にヨコハケ

が見られる。 日径・器高・体部最大径は16が

12.2・ 17.8・ 18.6clll、  17が 13.0・ 20.5・ 19,2cm、

18が 13.0・ 21.5。 19,9cIIlで ある。これらの上器

は布留式古相に位置付けられる。

S E201

lB区に位置し、北部は側溝掘削により削平
したが、平面形は南北約1.2m× 東西約1.6mの

精円形を呈すると思われる。断面逆台形を呈し、

深さは約0,7mを測る。埋土は粘土質シル ト～シ

ル ト質粘土主体の 9層から成 り、中層以下に

炭・灰が認められる。遺物は布留式期古相の上

器が出上しており、 6点 (19～24)を図化した。

いずれもヘラミガキを多用する精製の器種であ

る。19。 20は壺で、日径は12.0・ 14.8cIIlを測る。

19は底部外面ヘラケズリである。21・ 22は有段

鉢で、日径は12.8・ 16.4cIIlを測る。23・ 24は有

稜高杯である。23は杯内面横位のハケ、24も 外

面ヘラミガキの前にハケを施す。

S E202

S E201の東側に隣接している。中央部は側溝掘削により削平したが、平面形は南北約2.2m×

東西約1.5mの歪な楕円形を呈する。断面逆台形を成し、深さ約0.5mを測る。埋土はブロック状

の4層から成 り炭を含む。遺物は布留式期古本目の上器が出上しており、25～35を図化した。25は

小型丸底壺で、調整はハケの後、日縁部内面に斜放射状にヘラミガキを加える。26は粗製で薄手

の壺で、製塩土器の可能性がある。胎土中にクサリ礫を多量に含み、色調は淡灰褐色。27～ 29は

有段日縁鉢である。調整は27がヘラミガキ、28・ 29は ヨヨナデである。30・ 31は有稜高杯である。

30は 口縁部外面縦方向に、31は内外面下位に乱方向にヘラミガキを施す。32は四国系の特徴を備

えた甕である。33～35は布留式甕である。口縁端部は33が内側に小さく巻き込み、34・ 35は内側

に肥厚し内傾する端面を成す。34は肩部外面に 3個の刺突文を施す。

なお26・ 29。 34は西側の S E201か らも破片が出土している。このことから両遺構は同時期頃に

埋まったものと思われる。

S K201-204

調査区北西部で検出した土坑群である。平面形は不定形～溝状を成し、埋土は黄灰褐色粘土質

シル トである。S K201・ 202・ 204は、平面形から見て溝の残欠である可能性が高い。遺物は出土

していない。

T P +5,3rn

1 暗黄褐色細粒砂混粘上質シルト
2.賛褐色種細粒砂混粘土質シルト
3.灰色細粒砂混粘土資シル ト
4.暗灰色細粒砂混シルト質粘土
S.灰黒色シル ト賢粘土 炭
6.灰黄色細粒砂混シル ト質粘土
7 黒灰黄色シル ト質粘上 炭 灰
8 贈褐色ンル ト質粘土～極細粒砂
9 明褐色シルト資粘土

第10図  S E201平断面図
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S K205

2A区で東部を検出した土坑で、西は

調査区外に至るため詳細は不明である

が、調査区西壁にわずかに及ぶ程度の規

模である。検出部分の規模は南北約3.4

m・ 東西約1.Om・ 深さ約 10clllを測る。断

面皿状を呈し、埋土は灰褐色粘土質シル

トである。遺物は出上していない。

S K206

2・ 3A区、S1201北側に隣接して検
出した土坑で、西は調査区外に至るため

詳細は不明である。検出部分の規模は東

西約1.5m・ 南北約1.4m・ 深さ約 20clllを

測るが、西部では規模を増しており、西

壁では南北約2.7m。 深さ約45cmが確認で

きる。断面杭形を呈し、埋土は粘土質シ

ル ト～シル ト質粘土から成る 7層が底面

に沿つて堆積している。中位には炭・灰

を多量に含んでいる。遺物は布留式期古

相までの上器が出上しており、36～ 46を

図化した。36・ 37・ 41は布留式傾向甕と

した。36は頸部内面が尖り、37は肩部に

タタキを施す。41は 口径 17.lcIIl・ 器高21.9

clll・ 体部最大径21.6clllを測る。ハケ調整、

球形の底体部、底部内面の指頭圧痕といつた布留式奏の属性が顕著に見られるが、日縁端部の摘

み上げや、内面ヘラクズジが頸部内面に及ぶといつた庄内式甕の特徴を残 している。生駒西麓産

の胎上である。38～40は布留式甕である。42は形態的に四国産の可能性がある。43は鉢、44は有

段日縁鉢で、共に精良な胎上である。45は大形の有段口縁鉢で、日径 18.2cIIl・ 器高8.2clll以上を測

る。全面横位のヘラミガキで、底部外面中央にはヘラケズリが見られる。46は鼓型器台である。

T.P +5.6rn

3A勢

T,PⅢ  Ⅲ5.5rn

黄褐灰色種細粒砂混粘止質シルト
暗灰黄色粘圭
梶灰色極組粒砂混粘土質シルト
黒灰色炭 H灰

第12図  S K206平断面図

1 暗褐灰色細粒砂混粘土質シルト
2 暗灰褐儀細粒砂温粘土質シルト 炭
3.暗褐灰色組粒砂混粘土質シルト
4 暗灰色細粒砂混粘土質シル ト 炭
第電1圏  S E202平 断面図

2m

1

2
3,
4.

５

６

７

灰色ンル ト貿粘土 炭
暗褐色極細粒砂混粘土質シル ト
賠灰黄色シルト賀粘土
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30

第13図  S E202出 上遺物

Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

S K206:36～ 46  S K207:47

46

第14図  S K206・ 207出土遺物

期
ヽ
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S K207

3A区で弧状を成す掘方の北部のみを検出したもので、南は調査区外に至る。検出部分の規模
は東西約1.6m。 南北約0.3mを測る。深さは南壁で約50clllを測り、断面逆台形を呈する。埋土は

粘土質シル トを基調とし、底面に沿つて 8層が堆積する。下部には炭を多く含む。遺物は布留式

期古相までの上器が出上しているが、図化しえたのは土師器甕 (47)のみである。体部外面は最上

位にハケ調整が確認できるが、器壁が厚く、V様式系甕の可能性がある。

S K208

3C区で検出した南北に長い土坑で、南は調査区外に至る。規模は南北約4.Om。 東西0.7～ 1.7

m・ 深さ約 10clllを 測る。断面皿状を呈し、埋土は暗灰褐色粘土質シル トの単層である。時期不明

の上師器片が出上しているが、図化しえるものはなかつた。

S D201

2A区で検出した北東―南西方向に直線的に延びる溝で、北端で東にややカーブする。検出長
約7.9m・ 幅約35cIIl・ 深さ約5,Ocmを 測る。断面皿状で、埋土は黄灰褐色粘土質シル トの単層であ

る。遺物は出上していない。

S D202

3A区に位置する北西―南東方向の溝で、S1201の南東角に取り付く状況であり、何らかの関
連が考えられる。規模は検出長約3.Om・ 幅約0.6m・ 深さ約 10cIIlを測る。断面皿状を成し、埋土

は暗灰褐色粘土質シル トの単層である。弥生時代後期～古墳時代前期に比定される土器が出上し

ているが、図化しえるものはなかつた。

S P201

2BoC区 に位置し、平面形は南北65clll・ 東西38cIIlの楕円形を成す。深さ約 5 clllを測り、断面
皿状で、埋土は暗褐灰色壮土質シル トの単層である。遺物は出上していない。

S P202

2B区に位置し、平面形は直径約50cmのほば円形を成す。深さ約24cIIlを測り、断面逆台形で、
埋土は暗褐色細粒砂混粘上の単層である。遺物は出土していない。

S P203

3C区に位置し、平面形は南北55cIIl。 東西45cIIlの楕円形を成す。深さ約10cmを測り、断面逆台

形で、埋土は灰褐色粘土質シル ト～シル ト質粘上である。遺物は出上していない。

S P204

S P203の南側に位置し、平面形は南北80clll。 東西80cmの不定形を成す。深さ約 10clllを測り、断

面逆台形で、埋土はS P203と 同じである。遺物は出上していない。

S P205

S P204の南側に位置し、平面形は直径約50cmのほぼ円形を成す。深さ約18cmを測り、断面逆台

形で、埋土はS P203と 同じである。遺物は出上していない。

(第 3面 (T,P,+5.1～5,3m))

堅穴住居 4棟 (S1301～ 304)、 掘立柱建物 2棟 (S B301・ 302)、 井戸 12基 (S E301～ 312)、 土

坑17基 (S K301～ 303)、 溝22条 (S D301～ 322)、 ピット73個 (S P301～ 373)を検出した。これら

の遺構の時期は出土遺物から古墳時代初頭後半～前期前半が中心と考えられ、わずかに弥生時代
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査(K H92-14)

第15園 第3画平面囲
後期に遡るものもある。

S1301～ 304は 2～ 3C区で検出した竪穴住居群で、さらに調査区南部 。東部に広がる状況で
ある。切り合つており全容の知れるものはなく、各々の先後関係も明確ではない。井戸は全て素

掘り井戸としての検出で、直径 1.5～ 3.Omを測るものと、直径 0。 7m程度の小規模なものがある。

後者は、掘方が垂直に近いもので、底部が湧水層に達していることから丼戸とした。溝はほとん

どが北西―南東方向のものである。なお、S1301北側で検出した直角に屈曲するS D321につい

ても竪穴住居の壁溝である可能性がある。

S1301

南東部が不明であるが、一辺3.8m程度の平面方形を呈すると思われる。主軸は西-12° ―北で

ある。壁溝は幅20～ 35clll・ 深さ5～ 10clllを 測る。炉は中央やや北に位置し、平面形は95× 80cmの

円形に近い。断面逆台形を呈し、深さ約25clllを測る。ピットは北壁溝外側で 1個 (S P356)、 床面

で4個 (S P357～ 360)を検出した。いずれも壁溝に近接するもので、平面形は円形・楕円形を呈

境
馳

ｅ
田

増鶴ポ蜘

ぶ
誼
焔
惟

卜名はrs P」 を省購
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し 、平 面 規 模 ・ 深 さ は S P356-22× 18・ 14cIIl、 S P357-33× 30・ 27clll、 S P358-30× 26・ 8 cIIl、

S P359-53× 39。 15cIIl、 S P360-55× 46・ 16cIIlで あ る 。 遺 物 は 床 面 、 炉 、 S P359・ 360か ら 出

土しており、床面出上の48、 炉出上の49～51を図化した。48は V様式系甕、49は庄内式甕である。

50は有稜高杯で、日径 15,2clllを測る。口縁部外面に縦位、内面に横位のハケを施す。51は粗製の

小形壼で、全体に歪で器壁が厚い。全体に火を受けている。ほば完形で口径 11.7cIIl・ 器高11.5cm

を測る。これらの上器は庄内式期新相に比定されよう。

S1302

西部のみ検出した状況で、主軸は西 -28° 一北である。北辺の東部が屈曲しており、東辺が張

り出すような平面形態での可能性がある。規模は東西5。 9m以上を測る。壁溝は北辺西部と西辺南

部で遺存しており、幅12～ 24cIIl・ 深さ 5 cIIl程度を測る。炉は北東角に位置し、規模は南北79cm・

東西38clll以上・深さ約 10cIIlを 測る。断面椀形を呈し、埋土中には炭層が見られる。ピットは床面

で 6個 (S P361～ 366)を検出した。平面形は円形・楕円形・不定形を呈し、平面規模・深さはS

P361-68× 42・ 17cm、  S P362-33× 32・ 9 clll、  S P363-49× 43・ 15cIIl、  S P364-42× 34・ 28

CIll、 S P365-52× 38・ 10cm、 S P366-92× 79・ 5 clllであ る。 遺 物 は S P364。 365か ら庄 内式 期

～布留式期に比定される土器片が少量出上しているが、図化しえるものはなかつた。

S1303

北西部のみを検出した状況で、主軸は西-5° ―北、規模は南北4.3m以上を測る。壁溝は幅15

～40clll・ 深さ5 cm程度を測る。ピットは床面で4個 (S P367～ 370)を検出した。平面形は円形・

不定形を成し、平面規模・深さはS P367-34× 30・ 20clll、 S P368-40× 39・ 20clll、 S P369-34

×31・ 33clll、 S P370-57× 31・ 22clllである。S P367～ 379は西壁溝に近接して並んでいる。遺物

はS P367～ 369か ら庄内式期～布留式期に比定される土器片が少量出土しているが、図化しえる

ものはなかつた。

S1304

北西部のみの検出で、主軸は西 -22° ―北、規模は南北2.6m以上を測る。壁溝は西辺南部にの

み遺存しており、幅18～ 27clll・ 深さ 5 clll程度を測る。ピントは床面で 3個 (S P371～ 373)を検出

した。平面形は円形・楕円形を成し、平面規模 。深さはS P371-21× 21・ 13clll、 S P372-35×

28・ 48cm、 S P373-43× 32以上 。17cIIlである。 S P373に は長さ68clll・ 直径約 10cIIlの 柱根が遺存

している。遺物はS P370か ら庄内式期に比定される土器片が少量出土しているが、図化しえるも

のはなかつた。

S1302～ 304検出時に出土した遺物については、明確に峻別できていないため一括して取り扱

う。52～59を図化した。52は V様式系甕、53は庄内式甕である。54は 口縁端部が内上方に短く屈

曲するもので、壺と考えられる。55は広口短頸壺である。56は精製の小形鉢で、日径 13.8cIIlを測

る。調整は磨耗のため不明。57は壺底部と考えられ、外面にタタキを施す。58は甕あるいは鉢の

底部で、外面は夕タキをナデ消している。59は竪穴住居の可能性があるS D321の内側から出上し

たもので、台付き密の脚台部と思われる。淡灰色の胎上で搬入品の可能性が高く、東海地方が考

えられる。これらの土器は布留式期古相までに比定されよう。

S B301

2A～ B区で検出した掘立柱建物で、 S P310～ 315で構成される。主軸は西 -30° 一北で、規

48



１
２
３
４
５
６
７
８
９
櫛
１１
鞍
鴻
韓
朽⑬ s

輸

螂

Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

シル ト
ル ト
ル ト

土資シル ト
ンル ト

覚ンル ト
ト賢鵜土
ン)と ト
シル ト貰粘土
賞ンルト

沖
〔
〕
　
　
軒
　
守

S P3G9

情
口
韓
伸
鰤
顕
望
阻
２４
２５

Ｅ
管
．い
十
．工
．ト

第16国  s1301～ 304平断面圏

49



W  関

く
Fヽ「

二三三三三三三三三三三三三三三三

千

三三
==三========三

F,,7ヶ
)54

6 ∠重 生 二 1き 湯 恩 ＼

第17図  S1301～ 304出土遺物
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第13鋼  S B301平断面園

模は南北 1間 (2.6m)× 東西 2間 (3.2m i柱 間約 1.6m)である。柱穴は S P314が平面方形に近い

他は、円形 。楕円形を成 し、径 20～ 55cm・ 深 さ18～ 30clllを測る。遺物は S P310・ 311・ 313か ら布

留式期の土器片が出上している。

S B302

1～ 2C区に位置 し、S P333～ 338で構成 される。主軸は西 -26° ―北で、規模は南北 2間 (約
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査(K H92-14)
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第19図  S B302平断面圏

3.9m:柱 間1.6～ 2.4m)、 東西は 2間 (柱間約1.7m)以上の総柱の建物であると考えられる。柱穴

は直径25～ 70cIIlの 円形から隅丸方形で、深さ15～ 40cIIlを測る。S P333・ 335。 336に柱根、また S

P336・ 338には礎板が遺存している。柱根は長さ35～ 60cIII・ 径 10～ 18clllを測る。礎板は長さ約24.0

cIIl・ 幅約 11.Ocm・ 厚さ1.9～ 2,7cIIlの 長方形の板材である。柱穴から土器は出上していない。

S E301

lB区で南部を検出したもので、北側は側溝掘削時に削平した。平面形は楕円形を呈すると思
われ、検出部の規模は東西2.Om。 南北1.7mを測る。断面逆台形に近く、深さ約0.8mを測る。埋

土は、粘土質シル トを基調とする 6層が底面に沿つて堆積 している。遺物は布留式期古相までの

土器の他、木製品が出土しており、60～ 70を図化した。60は小形の高杯 と思われ、日径 12.2clllを

測る。ヘラミガキを多用し、杯部内面は底部放射状、口縁部斜放射状に施す。61は有稜高杯で、

口径16.4cmを測る。 日縁部調整は縦位ヘラミガキで、内面には先行するハケが見られる。胎土は

精良で、色調は淡灰褐色である。調整や口縁部がわずかに内湾する特徴から、東海地方からの搬

入品と考えられる。62・ 63は精製の鼓型器台・有段口縁鉢である。64は小形の丸底鉢で、日径13.6

cmを測る。65は粗製の鉢で、外面にはクラックが認められ、胎土中には 2～ 3111111大の砂粒を多く

含んでいる。66は 口縁部が中位で屈曲する壺である。67は大形の直口壺で、口径17.8cmを測る。

調整はハケを多用する。68は布留式の影響を受けた庄内式密に位置付けられる。外面ハケ調整で、

日径 16.4cIIl・ 器高23.2clll・ 体部最大径21.6cmを測る。69は布留式甕で、口径 14.6cIIlを測る。70は
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

不明木製品で、長さ70.6cm・ 幅約13.5cm・

厚さ2.5～ 3.Oclllを測る板材である。片面

の側部には幅約3.Ocm・深さ約 6 11Lllの段を

施しており、 6箇所に長方形の柄穴を穿

つ他、一端に方形の今Jり 込みを施す。ま

た柄穴の一つには楔状の木片が遺存して

ヤ`る。

S E302

lB区で検出した井戸で、平面形は長
辺約1.2m・ 短辺0.9mの楕円形を呈する。

断面ほば逆台形で、深さ72cIIlを測り、埋

土は粘土質シル トを基調とする4層から

成る。上層には炭を多く含んでいる。遺

物は71～ 74を図化した。71・ 72は小形丸

底壺である。71は複合口縁を成し、日径

6.8c阻 を測る。72は 口径 11.4clllを測り、磨

耗のため調整は不明である。73は 日縁端

部を小さく巻き込む布留式甕である。日

縁部内面に横位のハケを施す。74は小形

の鉢で、日径 10。 2cIIl・ 器高6.9cm。 底径4.2

cmを測る。外面全面夕タキ調整の後、ヨ

ヨナデにより口縁部を形成している。こ

れらの上器は布留式期古相までに比定さ

〃化る。

第23図  S E302出土遺物

S E303

1・ 2A区 に位置 し、平面形は南北
2.3m×東西2.Omの不整円形を成す。

断面椀形を呈 し、深 さ約0.8mを測る。

埋土は細粒砂混粘土を基調 とする 5層

1.贈灰褐色粗粒砂洩絡土賛シル ト(炭多)
2.康黄色継粒秒混椎土質シル ト
3.贈訳黄色組粒砂混粘土質シル ト
4.黄及色糧粒砂混粘圭賞シル ト
る.灰色細粒砂～ンル ト重層 (植物遺体〕
6.反色細粒妙混絡土質シル ト

第21圏  S痙 301平断面劉

刊.皓縄灰色縦組砂湧粘土質ンル ト(炭多〕
2.贈贅及色極細粒砂羅粘土
3.灰色細粒砂混粘土資シル ト
4.暗灰色粘土質シルト

第22図  S E302平断面囲
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から成り、 1～ 4層 はブロック状を

呈する。

遺物は 1・ 2層から庄内式期新相

に比定される土器が多量に出土して

おり、布留式期古相に下る土器もわ

ずかに含む。なお検出時には当遺構  lA
上部を上器集積として捉えており、

これらを上層出土土器 とした。上層

には布留式期古相に下る土器が下層

よりも多く含まれている。上層出土

土器 (75～ 97)、 下層 (1・ 2層 )出土

土器 (98～ 109)を図化 した。

上層 -75は脚台付きの小形複合口

縁壺で、口径9.2cmを測る。色調は淡
T.P

灰褐色で、形態から見て山陰地方か

らの搬入品と考えられる。76は複合

口縁壺で、日縁部外面中位に断面三

角形の稜を成す。77は広口壺で、肩

部外面に夕タキが認められる。78～

80は直口壺である。78は 口縁部内外

面、30は 口縁部～体部外面ハケ調整

である。79は 口径16.Ocmを 測り、調

整は口縁部～体部外面ハケ後横位ヘ

ラミガキ、体部内面ヘラクズリであ

る。体部下半に黒斑を有する他、穿

孔と思われる直径約 3 cIIlの焼成後の

欠損部が見られる。81・ 82は大形・小形の有稜高杯で、日径は22.OcIIl・ 12.6cmを沢Jる。いずれも

日縁部に黒斑を有する。33はほば完形の小形丸底鉢で、日径 11.5cm。 器高5。 8clllを測る。口縁部～

体部に縦位のハケを施し、体部に黒斑を有する。34は有段口縁鉢で、口径16.4cmを預Jる。85は鉢

で、日径 10。 2cIIl・ 器高7.5cm・ 底径3.3cmを測る。外面縦位ヘラミガキ、内面ハケ調整である。86

～97は甕である。86。 90。 96・ 97は庄内式新相、87・ 93～95は布留式古相に比定されよう。96・

97は小形甕で、97は 口径 12.lcIIl・ 器高10.5cm・ 体部最大径12.Ocmを測る。87は肩部に縦位の夕夕

キを施している。93は布留式傾向姿に位置付けられる。94・ 95は、体部外面ハケ調整であるが、

形態に典型的な布留式甕の要素を備えておらず詳細は不明である。88は 口縁部が直口状を成し、

タタキは肩部下位にのみ認められ、器壁がやや厚い。在地甕とは趣が異なり搬入品であろう。89

は吉備地方からの搬入品である。91は磨耗のため調整不明である。色調は淡褐色を呈し、形態的

に搬入品と思われる。92はタタキが粗く、庄内式古相に比定される。

針

1.諸灰黄色粗粒砂混盤土費シルト プ劉ック状
2.贈灰色組粒砂洩油土 プロック状
3`購黄灰色細粒砂混粕土 ブロック状
4,震黄色細粒砂温犠上 プロック状
S.灰色組粒砂混絡土

第2建園  S E303平断面回
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)
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第25図  S E303上 層出土遺物
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第26図  S E303下 層出土遺物
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

下層-98は精製の壺で、底体部完存である。体

部にヘラミガキを施す。99。 100は、内傾する頸部

から口縁部が屈曲し、端部はつまみ上げる。形態

的に四国からの搬入品であろう。 101・ 102は直口

壺である。101は 日径 13.Oclll・ 器高26.2clllを測る。

底体部外面にヘラミガキを施すが、粗いため先行

する上半のハケ、下半の夕タキが明瞭に認められ

る。102は球形の底体部を呈し、日径16.2cmを測る。

外面ハケ調整で、底部に黒斑を有する。103は小形

器台で、外面に横位、内面に放射状ヘラミガキを

施す。104は有段高杯で、日径21.OcIIlを測る。調整

はハケ後ヘラミガキである。105は布留式甕、106

は布留式影響の庄内式甕、107・ 108は庄内式をで

ある。106は ほば完形に復元され、日径 14.Ocm・

器高16.Oclll・ 体部最大径16,7cmを測る。体部は球

形化し、外面調整はハケである。底部のみ煤けて

いる。109はほば完形で、日径15.3cm・ 器高24.4cm・

体部最大径21.3cIIlを 測る。外面ハケ調整で、肩部

に 1個の刺突文を施す。山陰地方からの搬入品で

ある。

S E304

2B区に位置し、平面形は南北約2.2m×東西約
1.5mの精円形に近い。断面ほば逆台形で、深さ約

1.Omを測り、埋土はブロック状を呈する砂混粘土

質シル トを基調とする4層が水平に堆積する。東部はS K301に 削平されている。遺物は出上して

いない。

S E305

2A区に位置し、平面形は約1.3× 1.lmの楕円形に近い。断面ほぼ逆台形を呈し、深さ約0.5

mを測る。埋土は粘土質シル トを基調とする 6層から成 り、 1～ 3層はブロック状を呈する。遺

物は 4層以下から庄内式期新相までに比定される土器の他、木製品が出上している。110～ 120を

図化 した。この内110・ 120は底部付近の出土である。110はヘラミガキを多用する精製の短頸直口

壺で、ほば完形である。口径 11.4cm。 器高12.7clllを測る。尖り気味の底部のほぼ中央に、直径 5

11ull程度の焼成前の穿孔を施している。111は大形の壼底部と思われ、底部外面に黒斑を有する。112

は精製の椀型高杯で、調整は横位ヘラミガキの後、内面に放射状ヘラミガキを加える。 113～ 117

は庄内式甕で、日径は14.8cm(113)～ 20.6clll(117)を 測る。113は肩部夕タキがほぼ水平方向に施さ

れる。116は 日径 17.6cm・ 器高22.5cm・ 体部最大径21.9clllを測 り、全体に厚く媒けている。体部外

面のハケは、一部が肩部に及ぶものの、ほば体部中位までである。118は タタキを施す甕底部で、

底径4.4cmを測る。V様式系甕と思われる。119は不明木製品で、輪状を成す製品の一部と考えら

lm

1.暗双黄色報粒砂混粘逮質ンルト す鐵ック状
2.贈灰重色粘圭～粘圭資シルト ブロツク状
3.贈僚脅色織と資シル ト ブロック状
4.灰色粗散砂混継土資シルト ブロック状

第27園  S E304平麟画図
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れる。残存長 5。 2cIIl・ 厚 さ約 1.2clllを 測る。120

は棒状木製品で、用途は不明である。残存長43.5

cIIlを測り、下端部は欠損している。断面形状は、

下方は2.Oclll× 2.2clllの方形、先端部は幅広にな

り3.8cm× 1.6cIIlの長方形を成す。幅広部分の表

面には削りの痕跡が明瞭に観察できる。

S E306

2B区に位置し、平面形は直径約1.2mの不整
円形を呈する。断面逆台形を呈し、深さ約 0。 8

mを測る。埋土は粘土質シル トを基調とする5

層から成 り、 1・ 2層はブロック状を呈する。

遺物は上層から庄内式期古相に比定される土器

が出上している。121～ 123を図化した。121は杭

形高杯で、杯部が完存し、日径12.8cmを測る。

日縁端部に段を成し、調整は杯部ナデ、脚部は

ヘラミガキで 4方孔を施す。 122・ 123は V様式

系甕である。122の外面の夕タキはほば水平に施

される。123は 日径 14.Ocm・ 器高24.6clllを測る。

調整は外面下半板ナデで、上半はタタキをナデ

消しており、内面はハケである。体部下半が煤

ける。これらの上器は弥生時代後期末に比定す

ることもできると考えられる。しかし他の出土

土器片の中に、細目のタタキを施す甕の破片が

含まれていることから、庄内式期古相とした。

S E307

2B区に位置し、平面形は一辺約0.7mの 隅丸
方形に近い。断面逆台形を呈し、深さ約0.5mを

測る。埋土は粘土～粘土質シル トを基調とする

3層が、ほぼ水平に堆積する。遺物は布留式期

古相に比定される土器が出上している。124～

126を 図化した。124はほぼ完形の直日壺で、日

径 10,9cm・ 器高12.Oclllを測る。調整はハケを多

用し、底部に黒斑を有する。 125。 126は布留式

密である。共に口縁端部が内TRllに小さく肥厚す

る。

S E308

2B区、S E307の南側に位置し、平面形は0。 8
m× 0。 6mの楕円形を呈する。断面逆台形を呈

Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

T_p.IS_2m sD310

1.暗駅資色種細粒砂混粘土賞ンルト ブロック状
彙.灰費色種細撤砂混粘土賞ンルト ブロック状
3A賠孤費億粘虫質ンルト プロック状
4.暗黄灰色粘土質ンルト～44B粒砂互磨
S,略黄灰色粘圭賃ンルト
6.鼠色粘土～粘土覚シルト

第29図 S筐 305平断面隠

T`P,■S.2「n

1.灰黄色粘上覚ンルト ブ働ック状
2.暗灰黄色複細粒妙潟粘土 プロック状
3.痰色粘主質ンル ト
4.暗灰色粘土買ンルト 植柚遺体分
5.暗灰青色極組織妙混粘土鷲ンル井

第翻圏 S E806平断面図
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し、深 さ約0.5mを測る。埋土

は粘土質シル トを基調 とする

4層が、ほば水平に堆積する。

遺物は布留式期古相に比定さ

れる土器片が少量出上 してい

るが、図化 しえるものは無か

つた。

S E309

2A～ B区に位置し、平面
形は南北約3.3m X東西約 1,7

mの歪な長円形を呈する。断

面逆台形を呈し、深 さ約 1.1
1.

mを測る。埋土は粘土～粘±  2.
質シル トを基調 とする 5層   3.
が、ほぼ水平に堆積する。遺

贈康亀極細粒砂渥絡主質ンルト
暗魔色粘土質ンルト

第31図  S E307平断面園

再蘭

1.暗党褐色粘土賞シルト
2.階灰櫓色粘土質ンルト
3.階反色細織砂選粘土質ンル ト
4.踏滅色描圭質シル ト

第32図  S E308平断面圏

T.P,キ5_2rn

物は庄内式期新相に比定される土器が出土しており、127～ 135を 図化した。127は精製の直口壺で、

日縁部はやや内湾する。日径 10.8cIIl・ 器高18.Oclllを測 り、日縁部の一部を欠く。調整はヘラミガ

キを多用し、日縁部内面に斜放射状ヘラミガキを加える。128は直口壺口縁部で、端部がやや開く。

日径 15.OcIIlを測り、調整はハケである。129は複合口縁壺で、日径 16.5clllを測る。磨耗のため調整

は不明瞭であるが、体部外面下半にヘラミガキ、上半にはタタキが認められる。 130。 131は小形

1_'.45_2m

1、 淡嵐黄色描圭質シルト
2.灰黄描土貿ンルト
3.灰色機上
4.暗灰色粘土～粘土質シルト
5.階灰青色粘土

第38倒  s E309平断面圏
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査(K H92-14)

S E309:127～ 135
S E310:136～ 143

第34図  S E309・ 310出土遺物
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の丸底鉢で、日径 10.Ocm。 12.Ocmを測る。調整はハケ後ヘラミガキで、131は底部のみ粗いヘラミ

ガキを加える。132は有段高杯で、日径23.2cIIlを 測る。調整はヘラミガキを多用し、杯底部中央に

は直径約 4 11ullの焼成後の穿孔を施している。口縁部に黒斑を有する。133～ 135は庄内式奏である。

133・ 134は 口径 16.3・ 15,2cm、 器高19,4・ 20.6cIIl、 体部最大径20.2・ 20.Ocmを測る。調整は体部

上半タタキ、下半ハケで、134の底部中央に直径約 7111111・ 深さ約 5 11Ellの窪みが見られる。体部最大

径の位置は134がやや高く、古い様相といえる。共に厚く煤ける。

S E310

2B区に位置し、平面形は南北2.5m×東西1.9mの歪な楕円形を呈する。断面逆台形を呈し、
深さ約0,7mを測る。埋土は粘土～粘土質シル トを基調 とする6層から成る。遺物は庄内式期新相

に比定される土器が出上しており、136～ 143を 図化 した。 136・ 137は精製の椀形高杯で、ヘラミ

ガキを多用し、137は脚部内面ハケで、4方孔を有する。136は 口径 12.2cm、 137は底径18.Ocmを 測

る。 138・ 139は庄内式甕で、日径 16.6・

14.6cmを測る。138は ,享く煤ける。140は

口縁部を欠き詳細は不明である。肩部の

ハケ調整や頸部の形態からみて、山陰地

方の複合口縁壺の可能性がある。全体に

煤けてお り煮沸に使用 している。141は

壺、あるいは密で、口径16.8cmを測る。

外面調整は左上 りの夕タキ後ハケであ

る。 142・ 1431ま 、 テ壼径4.6・ 3.Oclllの /Jヽ さ

な平底を有するもので、壺と考えられる。

調整は外面ハケ、内面ヘラケズリで、142

はハケに先行するタタキが残る他、底面

にもハケが及んでいる。

S E311

2B～ C区に位置し、平面形は南北2.9

m×東西2.9mの不整円形を呈する。断面

逆台形を呈し、深さ約 0。 9mを測る。埋土

は粘土質シル トを基調とする 9層から成

り、 3・ 4層には炭を含む。遺物は 8・

9層 に多く含まれており、布留式期古相

を主とする土器の他、木製品 。自然木が

多く出上している。土器 (144～ 152)。 木

製品 (153～ 158)を 図化した。144は複合口

縁壺の日縁部と思われる。調整はヨヨナ

デで、日縁端部を上下に肥厚させる。145

は複合口縁壺で、口径16.6cmを測る。胎

土中に砂粒を多く含む。 146・ 147は直口

T,P.■5.2rn

1.皓灰黄色ンルトブロック混粘土賞シル ト
2.暗灰黄色粘土資シルト
3.痰黄色粘止質シル ト
4 暗灰黄色極細粒砂混絡土買シルト
5.淡灰色粘土
6.康色粕土～粘圭資シル ト

第35囲  S E310平断面国
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１

２

３

風黄鵜色細撒砂混描土賞ンル ト
嬌灰黄色細粒砂混描土貿ンル ト
灰色粘土資シル ト 炭含む

4.晴灰色ra土賞ンルト 炭含む
る.晴黄撤色細粒妙混粘土資シルト
0.反黄色猫上

第36国 S霊 311平断面国

Π 久宝寺遺跡第 14次調査 (K H92-14)

暗灰色細粒砂混粘土賞シルト
晴嵐青色細粒砂癌機上資シルト
灰青色粘土質ンル ト

７

８

９

壺で、調整は共にハケを多用する。148。 149は有稜高杯である。148は砂粒を多く含む胎土で、形

態的に弥生時代後期のものに近く古相を呈する。調整は共にヘラミガキである。 150。 151は布留

式甕である。150は ほぼ完形に復元され、日径 12.7clll・ 器高17.7cIIl・ 体部最大径 17.Oclllを沢1る。口

縁端部は内側に肥厚し、上端面に沈線を生じている。肩部にはハケに先行する縦位の夕タキがわ

ずかに残る。151は大形で、口径 19,Ocm。 体部最大径28.8cIIlを測る。日縁端部は外 。内に肥厚し、

肩部には 3個の刺突文を施す。形態的にやや新相に位置付けられる。152は大形の複合口縁鉢で、

日径48.2cmを 測る。形態的に山陰地方からの搬入品と考えられる。153は一木鋤で、側面観からは

直伸鋤に分類される。残存長54.6cIIlを 測る。身は角肩を成し、断面は前面中央が膨らみ、後面が

平坦である。身幅13.4cIIl。 身厚1.8cmを測る。柄は断面円形を成し、柄径2.5～3.3cmを 測る。154

は由柄平鍬の身部と考えられ、残存長49。 4cIIlを測る。身はなだらかな肩部から先端部に向かつて

Ｏ
υ
公
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Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査(K H92-14)

徐々に幅広になる形状で、身先端部で幅 11.l cIIlを 測る。身横断面は長方形を成し、厚さは約 1.1

cmを測る。表面には加工痕が明瞭に残る。155は横槌で、全長31.lcmを 沢1る。身は断面偏円形を成

し、直径3.6～ 5。 2c胆を測る。側面は使用痕が顕著で全体に痩せており、先端は面取りされ中央が

膨らむ。柄は長さ13.5cmを 測 り、断面は直径約3.2cmの 円形を成す。身と同様に、先端が面取りさ

れ中央が膨らむ。156は木錘で、側面鼓形を成す 4類に分類される。断面偏円形を成し、両端面は

面取りされ中央が膨らむ。法量は長さ12.8cm。 幅3.5～6.6cmを 測る。 157・ 158は平面長方形を成

す用途不明の板状木製品である。長さ。幅・厚さは157-18。 8・ 7.4・ 0。 8cIIl、 153-20,9・ 8。 1・ 0.6

cmを測る。157は一部火を受ける。158は縁辺の 3箇所 (推定 4箇所)に直径約 4 11ullの 円孔を有する。

S E312

2A区に位置し、平面形は直径65clll程度の隅丸方形に近
い。断面逆台形を呈し、深さ約0.6mを測る。埋土は粘土～

粘土質シル トを基調とする4層から成り、 1・ 2層はブロ

ック状を呈する。遺物は、布留式期古相までの上器が出土

しており、底部付近出上の159を図化した。159は ほぼ完形

に復元され、日径 15。 7c阻・器高21.4cm。 体部最大径20.5clll

を測る。ハケ調整であるが、口縁部に庄内式甕の特徴を残

すもので、布留式傾向甕に位置付けられる。外面全体が煤

ける。

S K301

lA区で検出した土坑で、平面形は東西55clll・ 南北50cIIl
の方形に近い。断面皿状を呈し、深さ7～ 12cIIlを 測り、埋

土は淡灰黄色粘上の単層である。遺物は出土していない。

S K302

lA区、S K301の南部に位置し、西側は調査区外に続く。
検出部分の平面形は不定形で、規模は東西2.6m・ 南北2.8mを測る。断面皿状を呈し、深さ約 16

cmで、埋土は暗灰色粘上の単層である。東部は溝状を成してお り、その状況から見てS D310と 繋

がつていた可能性がある。遺物は出土していない。

S K303

2A区に位置し、西側は調査区外に続くため詳細は不
明である。検出部分の平面形は不定形で、規模は東西48

clll。 南北86cmを測る。断面逆台形を成し、深さ約10cmを

測り、埋土は淡褐灰色粘上の単層である。遺物は出土し

ていない。

S K304

2A区、S K303南側に位置する。平面形は溝状を成し、
規模は東西25cm・ 南北80cmを測る。断面椀形を成し、深

さ約 7 clllで、埋土はS K303と 同じである。遺物は出土し

ていない。

帯.継土質ンル トプロツク混塔医糞色拙土
2.格土賞ンルトすロック混暗費灰色絡土
3.鰭灰色絡圭賀シル ト 植物遺体舎む
4 痰色粘立～絶止質シルト

第38国  S E312平断面圏
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S K305

2A区に位置し、平面形は北東―南西方向の溝状を成す。規模は長さ95cm・ 幅33cmを測る。断
面椀形を成し、深さ約13cmで、埋土は褐灰黄色粘土質シル トである。遺物は出上していない。

S K306

3B区で遺構の東部を検出した。平面形は不定形を成し、検出部分の規模は東西1.3m・ 南北1,4
mを測る。断面皿状を成し、深さ約 15clllで、埋土は灰褐色粘土質シル トである。遺物は出上して

いない。

S K307

8B区、S K306南側で遺構の東部を検出した。平面形は不定形を成 し、検出部分の規模は東西
1.2m・ 南北2.Omを測る。断面皿状を成し、深さ約27cmで、埋土はS K306と 同じである。遺物は

出上していない。

S K308

3B区で検出した土坑で、平面形は不定形を成し、規模は東西1.2m・ 南北0.7mを測る。断面
逆台形を成し、深さ約22cmを測 り、埋土は暗灰褐色粘土質シル トである。遺物は庄内式期新相頃

に比定される土器の他、長さ25cIIl・ 幅約 5 clllを沢Jる木片が出土している。図化しえるものはなか

つた。

S K309

3B区、 S K308南側で検出した土坑で、平面形は不定形を成し、規模は東西1.6m・ 南北0.9
mを測る。断面逆台形を成し、深さ約20clllで、埋土は灰褐色粘土質シル トである。遺物は布留式

く

(診

´冒三§昌爵

易

ラ

冷 68

S K309:
S K310:

O

160・ 161

162
S K311 1 163
S K314:164～ 169

20cm

第40図  S K309～ 311・ 314出上遺物

66



Ⅱ 久宝寺遺跡第 14次調査(K H92-14)

期古相までの上器が出土しており、160。 161を 図化した。160は小形丸底壺で、口径12.Ocm・ 器高

10。 lclll・ 体部最大径 11.8cIIlを測る。調整は口縁部ヨコナデ、体部内面ナデ、底体部外面ヘラケズ

リで、中位以下にヘラミガキを加える。体部外面に黒斑を有する。布留式期古相に比定される。

161は庄内式密で、口径15,Ocmを測るc庄内式期新相に比定される。

S K310

2B区で検出した土坑で、平面形は長辺2.3m・ 短辺 1.7mを測る楕円形を呈する。断面皿状を

成し、深さ19cIIlで、埋土は暗灰黄色粘土質シル トである。遺物は庄内式期新相に比定される土器

が出上しており、162を 図化した。162は有稜高杯で、日径22.Oc阻 を測る。調整はハケ後ヘラミガ

キで、杯底部には脚柱部に貫通する直径約 5111111の 円孔を有する。日縁部に黒斑を有する。

S K311

2B区に位置し、平面形は直径約1.6mの 円形を呈する。断面ほぼ逆台形を成し、深さ約 50cIIlを

測る。埋土は上から暗褐色細粒砂混粘土質シル ト・灰褐色細粒砂混粘土質シル ト・暗灰黄色細粒

砂混粘土質シル ト・灰色粘土質シル トの 4層で、 1～ 3層はブロック状を呈する。なお検出時点

で上部を削平してしまつており、本来第 2面遺構であつた可能性がある。遺物は庄内式期頃に比

定される土器が出上しており、163を図化した。163は長胴の直口壺で、日径15.Ocm。 器高24.3cm

を測る。調整はハケを多用し、底面には葉脈痕が認められる。形態的に見て製塩土器の可能性が

あり、底部外面が淡赤色を呈していることも示唆的である。

S K312

2B～ C区に位置し、平面形は北東一南西方向に長い溝状を成す。規模は長さ3.9m。 幅0.9～

2,Om。 深さ約30cmを測る。断面逆台形に近く、埋土はブロック状を呈する砂混粘土質シル トの 2

層から成る。遺物は庄内式期新相に比定される土器が多く出土しており、出土状況は遺構に沿つ

て中心ラインに並ぶような状況であつた。170～ 189を図化した。 170・ 171は小形丸底壺である。

I P.手3.2爾n

、ヽ  Fミ

色

第41図  S K312平 断面図

灰黄色細撤警混粘土賀シル ト
震色極細粒砂混鵜土賞ンルト
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ブロック状
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第42図  S K312出土遺物①                 177
170は精製でヘラミガキを多用する。171は完形で、日径 10。 2cm・ 器高10.8cIIl・ 体部最大径 11.2cIIl

を測る。磨耗のため調整は不明瞭であるが、体部内面には上部のヘラケズリ、下部のハケが確認

できる。胎土中には極めて多量の砂粒を含む。172は複合口縁壺で、口径12.Ocmを測る。胎土中に

は 5 11ull大 までの砂粒を多く含む。 173～ 175は広口壺である。口縁部形態は、173・ 174は 口縁部が

中位で外上方に屈曲し、175は緩やかに外彎する。日縁端部はいずれも上方に断面三角形に小さく

肥厚する。調整は173・ 174がハケを多用し、175は底部外面ヘラケズリで、不明瞭であるが体部に

はヘラミガキを施しているようである。175は底部に黒斑を有する。 174は 日径 14.lcm・ 器高25.1

cm、 175は 15.2cm・ 28.lcmを 測る。これらは形態的に四国地方からの搬入品と考えられる。 176は

口縁端部を欠損する壺である。調整は外面の底体部下半ヘラケズヅ、内面体部ハケ、底部ヘラケ

ズリが確認できる。非常に器壁が厚く、胎土中に砂粒を多く含む。177は直口壺で、日径 13.8cIIlを

測る。調整はハクを多用し、肩部には先行するタタキがわずかに認められる。肩部に黒斑を有す
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第43図  S K312出土遺物②

る。178は小形鉢で、日径 8。 4clll・ 器高4.6clllを測る。精良な胎上で、成形は手捏ねにより、調整は

ナデで、底部外面にクラックが顕著に見られる。179は手焙形土器で、覆部の一部を欠損する。日

径 15。 lclll・ 器高15。 7clll・ 底径 15,OcIIlを測る。覆部は口縁部の上面に張り付けられ、覆部前端部は

幅約 2 cmの帯状に肥厚し、前端面には 2条の沈線を施す。調整は外面及び底部内面ハケ、内面及
び底部外面ナデである。180～ 188は庄内式甕である。法量からは日径約 14clllの小形 (180～ 182)、

約16cmの 中形 (183～ 186)、 約 18clllの大形 (187・ 188)に分類できる。口縁端部は181が上外方にわず

かに屈曲するもので、他は上方につまみ上げる形状である。189は 口径14.5cmを測る。外面ハケ調整

で、頸部は緩やかに屈曲し、口縁端部は外傾する面を成す。調整・形態からみて四国地方からの

搬入品と考えられる。

S K313

2C区で検出した土坑で、S K312の東部を切つている。平面形は隅丸方形に近く、規模は東西
約1.4m・ 南北約1.3mを測る。断面逆台形を成し、深さ約40clllで、埋土は上層が暗黄褐色細粒砂
混粘土質シル ト、下層が暗灰黄色細粒砂混粘土質シル トである。遺物は出上していない。
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S K314

2C区に位置し、平面形は北東―南西方向に長い溝状を成す。規模は長さ2.6m。 幅約0.6m・

深さ約10clllを測る。断面逆台形で、埋土はブロック状を呈する暗褐色粘土質シル ト(炭含む)の単

層である。遺物は弥生時代後期末に比定される土器が出土しており、164～ 169を 図化した。 164

は扁球状の体部を有する長頸壺で、日径7.6cIIl・ 頸部高7.Oclll・ 体部最大径 15。 2cmを測る。調整は

外面縦位ヘラミガキで、頸部最下位に刺突文を巡らせる。内面は口縁部及び底部ハケ、体部ヘラ

ケズリである。165は壺で、口径 7.Oclll・ 器高12.6cIIl。 底径 4。 lcmを測る。調整は板ナデを基調 とし、

底部外面には連続する細かい指頭圧痕が明瞭である。166は広口壺で、調整は口縁部外面板ナデ、

内面ヘラミガキである。167は甕で、日径 13.OcIIlを測る。日縁部に歪む部分があり、片口を有する

可能′l■がある。 168・ 169は鉢で、168は 口径 12.6cm・ 器高6.4cm、 169は 16.4・ 8.4cmを 測る。調整

は外面が168は 夕タキ、169はナデ、内面は共にハケである。これらの内166・ 169は生駒西麓産の

胎上である。

S K315

2C区、 S K313の 南東部で検出した土坑である。平面不定形を成し、規模は東西約1.3m。 南

北約0。 9mを測る。断面逆台形を成し、深さ約34clllで 、埋土は上から暗灰黄色細粒砂～粗粒砂混粘

土質シル ト、暗褐色細粒砂混粘土、暗灰青色極細粒砂混粘上の 3層から成る。遺物は庄内式期頃

に比定される土器が少量出上している。

S K316

2C区に位置し、平面形は北東―南西方向に長い溝状を成すもので、S K314の南側で平行する

状況である。またS K315。 S D321に切られている。規模は長さ約2.Om・ 幅約0.6mを測る。断

面皿状を呈し、深さ約10cmで、埋土はS K314と 同様の暗褐色粘土質シル ト(炭多く含む)である。

遺物は出上していない。

S K317

2C区で長さ約3.2m西側の肩を検出したもので、北東に向かつて緩やかに落ち込んで行き、調

査区外に至る。深さ約 10clllを 測り、埋土は暗褐灰色細粒砂混粘上質シル トである。遺物は庄内式

期古相に比定される土器が少量出上している。

S K318

2C区で北側の肩を検出したもので、西はS1301、 南はS13021こ切られており、東は調査区

外に至る。検出部分の規模は東西1.2m。 南北1.9m・ 深さ約20clllを測り、埋土は暗褐灰色極細粒

砂混シル ト質粘上である。遺物は出上していない。

S K319

3C区で長さ3.2mに亘つて北東―南西方向の肩を検出したもので、北西に落ち込んでいる。深

さ約20clllを測り、埋土は暗褐灰色細粒砂混粘土質シル トである。遺物は出上していない。

S D301

1～ 2B区で検出した北西―南東方向の溝で、やや弧状を成し、南端では西に屈曲する状況で

ある。中部では北肩からS D302が、南肩からはS D303が派生している。規模は検出長約 12.5m・

幅1.3～ 2.8m。 深さ35～45cmを測り、底部には起伏がある。埋土は上から灰黄褐色細粒砂混粘土

質シル ト・暗黄灰色細粒砂混粘土質シル ト～シル ト質粘土・灰黄色細粒砂混シル ト質粘土の 3層
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第44図  S D301出 土遺物

71



から成り、南部では砂粒の含有が少ない。遺物は弥生時代後期末に比定される土器が、北部～中

部で多く出上しており、2箇所で集積する部分がみられた。190～ 207を図化 した。190は複合口縁

壺で、口頸部のみ完存する。口径 14.6cIIlを 測り、調整は頸部外面のタテハケ以外は不明瞭である。

191は直口壷で、日径 10。 2cmを測 り、調整はヘラミガキを多用する。192～ 197は広口壺である。192

は日径 15.OcIIlを測り、調整はハケ後体部外面にヘラミガキを加える。口縁端部は粘土帯の貼付け

により下方に肥厚させている。193は 口径 14.3cIIl・ 器高22.4cm・ 体部最大径 27.2clllを測る。扁平な

体部を成し、日縁端部は短く上方に屈曲する。体部調整は外面ヘラミガキ、内面ハケである。194

は口径 15,Ocm・ 器高29,9cm・ 体部最大径24.Ocmを 測る。磨耗のため調整は不明。体部に黒斑を有

する。193・ 194は生駒西麓産の胎上で、 5111111大までの砂粒を多く含んでいる。195は 日径16.Ocmを

測 り、調整は日縁部外面ハケ、体部外面ヘラミガキ、内面板ナデである。196は直立した頸部から

口縁部が外反し、端部は粘土帯貼付けにより下方に大きく肥厚する。調整はヘラミガキで、口縁

部外端面には櫛描直線文の後、櫛描波状文を重ねて施す。197は 口径 15。 4clllを 測り、調整はヨヨナ

デで、頸部外面に縦位の板ナデを施す。日縁部上面に黒斑を有する。198～206は密である。法量

的に見て198～ 201が小形、202～204が 中形、205。 206が大形に分類される。 202・ 203は 口径では

小形となるが、器高や体部最大径が大きく、容量では中形となろう。小形は口径 10。 9clll(198)～ 13.0

clll(200)、 器高9.6clll(198)～ 11.5cm(201)を 測る。体部外面の夕タキはいずれもほば水平に施され

る。中形は口径11.8cm(202)～ 15.6cm(204)で、器高は202が 16.5clll程度を測る。203は補強のため

頸部外面に粘土帯を付加している。大形は口径 16.8clll(205)。 18.2cIIl(206)を測る。205は他のもの

に比してタタキが細い。206は 口縁部外面に平行斜線のヘラ記号を有する。207は有稜高杯で、日

径 19.8cIIl・ 器高13,9cIIl・ 脚底径 15。 4cIIl・ 稜径12.6cmを測る。調整はヘラミガキを多用し、裾部内

面は板ナデである。裾部上位に4方孔を施し、裾端部に黒斑を有する。

S D302・ 303

S D301の両肩から派生し、平行して北西に延びる溝である。S D302は検出長約5.7mで、幅は

東部で約0.5m、 西部では広くなり1.2m以上を測る。 S D303は検出長約 5。 3m。 幅0.3～ 0,9mを

測る。共に断面皿状を成し、深さ10～ 20clllで、埋土はS D301の 中層と同じである。遺物は出上し

ていない。

S D304～ 320

調査区中央付近で検出した溝群である。方向は北西―南東方向を基調とするが、合流するもの

(S D305・ 307、 S D312・ 313)、 屈曲するもの (S D315)、 交差するもの(S D317・ 313)が ある他、

直交する溝により連結するもの (S D308～ 310)も 見られる。幅は30～ 50cIIl程度を測るものが多く、

S D305・ 307・ 316が 1.Om前後を測り広い。断面皿状～逆台形で、深さは10cm程度、埋土は暗灰

黄色粘土質シル トである。遺物はほとんど出上しておらず、S D316か ら庄内式期に比定される土

器が少量出上しているのみである。

S D321

2C区で検出したほぼ直角に屈曲すると思われる溝である。 S1301～304か ら成る竪穴住居群
に近接していることから、当溝についても竪穴住居の壁溝である可能性が高い。規模は南北長約

3.2m。 東西長約1.6m。 幅約30clllを測る。断面椀形を呈し、深さ5～ 10clllで、埋土は灰黄色粘土

質シル トである。屈曲部をS1301に切られている。遺物は出上していない。
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S D322

3A区で検出した南北方向の溝で、検出長約5.2m。 幅0.4
～0。 9mを測る。断面杭形を成し、深さ10～ 20cmで 、埋土は褐
灰色細粒砂混粘土質シル トである。遺物は弥生時代後期末に

比定される土器が出土しており、208・ 209を 図化 した。208

は広口壺で、調整は頸部外面に縦位、内面に横位のハケを施

す。209は寮で、日径 16.8cm・ 器高24.3cIIlを 測る。体部外面は

三分割成形に応じて夕タキの方向が異なり、最大径部分は乱

方向のタタキを施している。外底面に米粒大の窪みを有する。

ピット

S P310～ 315は S B301を構成するピントで、近接するSP
316も 関連が考えられる。 S P333～ 338は s B302を構成する

ピントで、S P332・ 339～342が近接 し関連が考えられる。S
P356～ 373は S1301～ 304に付随するピットである。S P343
～349は竪穴住居の壁溝である可能性があるS D321に 隣接し

ており、同様に住居関連のピットと考えられる。これら以外

に、調査区北西部にS P301～ 309、 南部に S P317～ 326、 北

中部にS P327～ 331、 南東部にS P350～ 355が散在しているが、企画性は認められず性格は不明
である。遺物はS P302・ 319・ 321。 324・ 325・ 331・ 353・ 355か ら弥生時代後期末～古墳時代前

期に比定される土器片が出上している。

第 3章 まとめ

今回の調査では弥生時代後期～飛鳥・奈良時代の遺構・遺物が検出された。出土遺物はコンテ

ナに35箱を数える。特に中心となる時期は古墳時代初頭～前期であつた。

弥生～古墳時代では、第 3面 (弥生時代後期末～古墳時代前期前半)。第 2面 (古墳時代前期前半)
の 2面を確認し、竪穴住居・掘立柱建物・井戸等の多数の集落遺構を検出した。南東側の府セン
ターによる「久宝寺南 (その 2)H地区」においても同時期の集落遺構が検出されており、その広が
りが確認された。また北東部に当たる「同F地区」や、北部の「府教委1991年度調査地」、北西部の「大
阪市文協84-1調査地働日美遺跡 )」 では、方形周溝墓を主とする当該期の墓域が確認されている
が、当調査地では墳墓に関連する遺構は検出されず、当地までこの墓域は広がらないことが確認

された。

第 1面で検出した掘立柱建物 (S B101)や溝 (S D101)は、「久宝寺南 (その 2)」調査地で確認さ

れている飛鳥～奈良時代の建物等と同一の方向を示しており、当時の集落の広がりが窺える。

第45図  S D322出 土遺物
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酉区第 3面 lEとから)

東区第 3面 (甫から)
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S1301～ 304(西から)
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S B301(北東から) S E301遺物出土状況 (南東から)
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